
親
鸞
と
護
國
思
想
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　(

上
）

│
│
「
主
上
臣
下
背
法
違
義
」
│
│

小

畑
　
　
　
　
進

一
、
建
永
（
承
元
）
の
法
難

二
、「
化
身
土
巻
・
後
序
」

三
、「
後
序
」
の
歴
史
性

四
、「
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
に
」

一
、
建
永
（
承
元
）
の
法
難

浄
土
真
宗
々
祖
・
親
鸞
（
一
一
七
三
〜
一
二
六
二
）
は
、
弘
長
二
年
一
一
月
二
八
日
、
京
都
押
小
路
の
南
、
万
里
小
路
東
の
舎
弟
・
尋

有
の
禅
坊
に
老
衰
で
寝
つ
き
、
枕
頭
に
侍
し
て
い
た
末
娘
・
覚
信
尼
や
越
後
か
ら
か
け
つ
け
た
第
三
子
益
方
入
道
、
下
野
國
高
田
の
顕
智
、

遠
江
國
の
專
海
ら
に
見
守
ら
れ
て
、
九
○
年
に
わ
た
る
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
の
主
著
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（『
教
行
信
證
』）
で
、
教
巻
・
行
巻
・
信
巻
・
證
巻
・
真
佛
土
巻
・
化
身
土
巻
の
六
巻
よ
り

成
る
大
著
で
し
た
。
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＊〈
第
一
巻
〉（
教
巻
）
で
は
、『
浄
土
三
部
経
』
の
う
ち
、
特
に
『
大
無
量
寿
経
』
が
浄
土
真
実
の
「
教
」
で
あ
り
、
釈
尊
出
世
の
本

懐
で
あ
る
こ
と
を
開
顕
し
ま
す
。

〈
第
二
巻
〉（
行
巻
）
で
は
、
そ
の
真
実
の
「
教
」
で
あ
る
『
大
経
』
が
説
く
真
実
の
「
行
」、
す
な
わ
ち
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
の
名

号
の
い
わ
れ
を
述
べ
ま
す
。

〈
第
三
巻
〉（
信
巻
）
で
は
、
そ
の
名
号
を
信
行
す
る
こ
と
が
真
実
の
「
信
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

〈
第
四
巻
〉（
證
巻
）
に
は
、
以
上
の
真
実
「
行
」・「
信
」
を
因
と
し
て
得
る
利
他
圓
満
、
無
上
涅
槃
の
證
果
を
語
り
ま
す
。

〈
第
五
巻
〉（
真
佛
土
巻
）
で
は
、「
真
佛
真
土
」
を
明
か
し
、
光
明
無
量
、
寿
命
無
量
の
両
願
に
よ
っ
て
酬
報
し
た
報
佛
報
土
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

最
后
の
〈
第
六
巻
〉（
化
身
土
巻
）
で
は
、
以
上
の
五
巻
で
真
実
の
「
教
」・「
行
」・「
信
」・「
證
」・「
真
佛
真
土
」
を
明
ら
か
に
し
た

の
で
、
方
便
教
で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
』
の
「
要
門
」
と
『
阿
弥
陀
経
』
の
真
門
に
つ
い
て
述
べ
て
、
い
よ
い
よ
真
実
の
価
値
を
顕

わ
し
ま
す
。

そ
の
〈
第
六
巻
〉（
化
身
土
巻
）〔
後
序
〕
に
問
題
の
一
文
が
現
れ
る
の
で
す
。

「
竊
ヒ
ソ
カ
ニ
以オ
モ

ン
ミ
レ
バ
、
聖
道
ノ
諸
教
ハ
行
證
久
シ
ク
廃ス
タ

レ
、
浄
土
ノ
真
宗
ハ
證
道
今
盛
リ
ナ
リ
。
然
ニ
諸
寺
ノ
釋
門
教
ニ
昏
ク
シ

テ
、
真
假
ノ
門
戸
ヲ
知
ラ
ズ
、
洛
都
ノ
儒
林
行
ニ
迷マ
ド

フ
テ
、
邪
正
ノ
道
路
ヲ
辨
フ
ル
コ
ト
無
シ
。
斯
ヲ
以
テ
興
福
寺
ノ
学
徒
、
■
■

太
上
天
皇
後
鳥
羽
ノ
院
ト
号
ス
諱
尊
成
■
■
今
上
土
御
門
院
ト
号
ス
諱
為
仁

聖
暦
セ
イ
レ
キ

、
承
シ
ョ
ウ
元
丁
卯
ヒ
ノ
ト
ウ

歳
、
仲
春
上
旬
之
候
ニ
奏
達
ス
。
主
上
臣
下
、
法
ニ
背
キ
義
ニ
違イ

シ
、
忿
イ
カ
リ
ヲ
成
シ
怨
ヲ
結
ブ
。
茲
ニ
因
テ
、
真

実
興
隆
ノ
大
祖
源
空
法
師
、
并
ニ
門
徒
数
輩
、

　
カ
ズ
ノ
ト
モ
ガ
ラ
　
罪
科
ヲ
考
ヘ
ズ
猥ミ
ダ

リ
ガ
ワ
シ
ク
死
罪
ニ
坐ツ
ミ

ス
。
或
ハ
僧
儀
ヲ
改
、
姓
名
ヲ
賜
フ
テ
遠

流
ニ
処
ス
、
予ヨ

ハ
其
ノ
一
也
。
爾シ
カ

レ
バ
己
ニ
非
僧
非
俗
、
是
ノ
故
ニ
禿ト
ク

ノ
字
ヲ
以
テ
姓
ト
為
ス
。
空
師
并
ニ
弟
子
等
諸
方
ノ
邊
州
ニ

坐ツ
ミ

シ
テ
五
年
ノ
居
諸
キ
ョ
シ
ョ

ヲ
経
タ
リ
キ
。」

＊「
竊
以
、
聖
道
諸
教
行
證
久
廃
、
浄
土
真
宗
證
道
今
盛
。
然
諸
寺
繹
門
昏
レ
教
兮
、
不
レ
知
二
真
假
門
戸
一
。
洛
都
儒
林
迷
レ
行
兮
、

無
レ
辯
二
邪
正
道
路
一
。
斯
以
興
福
寺
学
徒
奏
二
達
■
■
太
上
天
皇
号
二
後
鳥
羽
院
一
諱
尊
成
■
■
今
上
号
二
土
御
門
院
一
諱
為
仁
聖
暦
、
承
元
丁
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卯
歳
、
仲
春
上
旬
之
候
一
。
主
上
臣
下
、
背
レ
法
違
レ
義
、
成
レ
忿
結
レ
怨
。
因
レ
茲
、
真
宗
興
隆
大
祖
源
空
法
師
、
并
門
徒
数
輩
、
不

レ
考
二
罪
科
一
猥
坐
二
死
罪
一
。
或
改
二
僧
儀
一
、
賜
二
姓
名
一
處
二
遠
流
一
、
予
其
一
也
。
爾
者
己
非
レ
僧
非
レ
俗
、
是
故
以
二
禿
字
一
為
レ

姓
。
空
師
并
弟
子
等
、
坐
二
諸
方
邊
州
一
経
二
五
年
居
諸
一
。」（『
真
宗
聖
教
全
書
』
二
、
宗
祖
部
、
二
○
一
、
二
○
二
頁
）

現
代
訳
す
る
と
、「
ひ
そ
か
に
思
い
め
ぐ
ら
し
て
み
る
と
、（
従
前
の
）
聖
道
門
の
あ
れ
や
こ
れ
や
の
教
え
で
は
、
す
で
に
修
行
も
さ、

と
り
、
、

も
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
だ
が
浄
土
の
真
宗
は
さ
と
り
を
得
る
道
と
し
て
今
や
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
従
来
の
諸
寺
の
僧
た
ち
は
教
え
に
暗
く
、
真
実
の
門
戸
と
仮
り
の
門
戸
の
分
別
を
知
ら
な
い
。
京
の
都
の
学
者
た
ち
も

修
行
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
る
。
正
道
と
邪
道
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
も
な
い
。
こ
う
し
て
、
興
福
寺
の
学
僧
ら
は
、
■
■
太
上
天
皇
（
諱
い
み
な

は
尊
成
。
諡
を

　
お
く
り
な
　

後
鳥
羽
院
と
号
す
る
）
と
■
■
今
上
天
皇
（
諱
は
為
仁
。
諡
を
土
御
門
院
と
号
す
る
）
の
時
、
承
元
元
年
丁
卯
の
歳
二

月
上
旬
に
奏
状
を
届
け
た
。
天
皇
と
家
臣
た
ち
は
法
に
背
き
道
義
に
違
反
し
て
、
怒
り
を
成
し
、
怨
み
を
結
ん
だ
。
た
め
に
真
実
の
宗

旨
を
興
隆
し
た
大
祖
師
で
あ
る
源
空
（
法
然
）
法
師
と
門
弟
数
人
は
、
罪
科
の
有
無
を
考
量
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
み
だ
り
に
死
罪
に

処
せ
ら
れ
、
あ
る
者
は
僧
の
身
分
を
奪
わ
れ
、
俗
名
を
与
え
ら
れ
て
、
遠
国
に
流
罪
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
こ

ん
な
具
合
な
の
だ
か
ら
、
も
は
や
私
は
僧
侶
で
は
な
い
し
、
ま
た
俗
人
と
い
う
の
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
禿
と
い
う
字
を
姓
と
す
る
。

源
空
法
師
と
門
弟
た
ち
は
、
諸
々
方
々
の
僻
地
に
流
さ
れ
て
、
五
年
と
い
う
月
日
を
お
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。」

建
永
二
年
（
一
二
○
七
）
二
月
。
専
修
念
佛
停
止
│
法
然
は
土
佐
に
遠
流
。
他
に
七
人
、
そ
の
う
ち
親
鸞
は
越
後
に
流
罪
と
な
り
、
門

弟
住
蓮
、
安
楽
の
ほ
か
二
人
が
罪
の
当
否
の
吟
味
も
な
く
し
て
、
無
法
に
も
死
罪
に
処
せ
ら
れ
た
法
難
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。「
建
永
の
法

難
」、
ま
た
こ
の
年
六
月
廿
五
日
に
承
元
と
改
元
し
た
の
で
、「
承
元
の
法
難
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
直
接
の
口
火
は
、
法
然
の
門
弟
、

住
蓮
と
安
楽
の
二
人
が
後
鳥
羽
上
皇
の
激
怒
に
ふ
れ
て
斬
り
捨
て
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。「
法
然
上
人
行
状
絵
図
」（『
四
十
八
巻

傳
』
別
名
『
勅
修
御
傳
』）
に
は
次
の
よ
う
に
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
建
永
元
年
十
二
月
九
日
、
後
鳥
羽
院
熊
野
山
の
臨
幸
あ
り
き
、
そ
の
こ
ろ
、
上
人
の
門
徒
、
住
蓮
安
楽
等
の
と
も
が
ら
、
東
山
鹿
の

谷
に
し
て
、
別
時
念
佛
を
は
じ
め
、
六
時
礼
讃
を
つ
と
む
、
さ
だ
ま
れ
る
ふ
し
拍
子
な
く
、
お
の
お
の
哀
歓
悲
喜
の
音
曲
を
な
す
さ
ま
、

め
づ
ら
し
く
た
う
と
か
り
け
れ
ば
、
聴
衆
お
ほ
く
あ
つ
ま
り
て
、
発
心
す
る
人
も
あ
ま
た
き
こ
え
し
中
に
、
御
所
の
御
留
主
の
女
房
出
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家
の
事
あ
り
た
る
程
に
、
還
幸
の
の
ち
あ
し
さ
ま
に
讒
し
申
人
や
あ
り
け
ん
、
お
ほ
き
に
逆
鱗
あ
り
て
、
翌
年
建
永
二
年
二
月
九
日
、

住
蓮
安
楽
を
庭
上
に
め
さ
れ
て
罪
科
せ
ら
る
」（
巻
三
十
三
）、

＊『
法
然
聖
人
絵
』
に
は
、

「
隠
岐
の
法
皇
、
熊
野
詣
の
ひ
ま
に
、
小
御
所
の
女
房
達
つ
れ
づ
れ
を
な
く
さ
め
ん
た
め
に
、
聖
人
の
御
弟
子
藏
人
入
道
安
楽
坊
は
日

本
第
一
の
美
僧
な
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
め
し
よ
せ
て
、
礼
讃
を
さ
せ
て
、
そ
の
ま
き
わ
に
燈
火
を
け
し
て
、
是
を
と
ら
へ
、
種
々
の

不
思
議
の
事
と
も
あ
り
け
り
、
法
皇
御
下
向
の
後
、
是
を
き
こ
し
め
し
て
、
逆
鱗
の
余
に
、
重

(

マ
マ)

蓮
安
楽
弐
人
は
や
か
て
死
罪
に
行
れ

け
り
、
そ
の
余
失
な
を
や
ま
す
し
て
、
上
人
の
上
に
及
て
、
建
永
二
年
二
月
廿
七
日
、
御
年
七
十
九

(

マ
マ)

思
食
よ
ら
ぬ
遠
流
の
事
あ
り
け

り
。」
と
あ
っ
て
、
院
の
女
房
の
風
紀
問
題
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
す
で
に
『
枕
草
子
』（
九
九
五
〜
一
○
○
九
成
立
？
）
に
、
説
教
講
師
へ
の
女
心
が
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
説
教
の
講
師
は
、
顔
よ
き
。
講
師
の
顔
を
、
つ
と
ま
も
ら
へ
た
る
こ
そ
、
そ
の
説
く
こ
と
の
尊
と
さ
も
お
ぼ
ゆ
れ
。
ほ
か
目
し
つ
れ

ば
、
ふ
と
忘
る
る
に
、
に
く
げ
な
る
は
罪
や
得
ら
む
と
お
ぼ
ゆ
。
こ
の
こ
と
は
、
と
ど
む
べ
し
。
す
こ
し
齢
な
ど
の
よ
ろ
し
き
ほ
ど

は
、
か
や
う
の
罪
得
が
た
の
こ
と
は
、
書
き
出
で
け
め
。
今
は
罪
い
と
恐
ろ
し
。」（
三
十
一
段
）。

＊
ま
た
、『
徒
然
草
』（
一
三
三
○
、
三
一
成
立
）
に
は
、
安
楽
と
六
時
禮
讃
の
こ
と
が
見
え
て
い
ま
す
。「
六
時
禮
讃
は
、
法
然
上
人

の
弟
子
、
安
楽
と
い
ひ
け
る
僧
、
経
文
を
あ
つ
め
て
つ
く
り
て
、
つ
と
め
に
し
け
り
。
そ
の
後
、
太
秦
善
観
房
と
い
ふ
僧
、
ふ
し
は

か
せ
を
定
め
て
聲
明
に
な
せ
り
。
一
念
の
念
佛
の
最
初
な
り
、
後
嵯
峨
院
の
御
代
よ
り
は
じ
ま
れ
り
。
法
事
讃
も
同
じ
く
善
観
房
は

じ
め
た
る
な
り
。」。

こ
の
「
別
時
念
佛
」
に
は
、
尋
常
別
行
と
臨
終
行
義
の
二
種
あ
り
、
こ
こ
は
前
者
で
一
日
な
い
し
七
日
、
も
し
く
は
九
、
十
日
な
ど
の

期
限
を
定
め
て
余
念
な
く
道
場
で
念
佛
す
る
こ
と
。
ま
た
「
六
時
禮
讃
」
は
、
昼
夜
六
時
に
佛
徳
を
讃
嘆
す
る
修
行
で
、
善
導
の
『
往
生

禮
讃
』
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

＊軈
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
の
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
は
、「
聞
二
近
来
念
佛
之
音
一
、
背
二
理
世
撫
民
之
昔
一
、
己
成
二
哀
慟
之
響
一
、

是
可
二
亡
国
之
音
一
」
と
あ
り
、『
野
守
鏡
』
に
も
、「
か
の
念
佛
は
後
鳥
羽
院
の
御
代
の
末
つ
が
た
に
、
住
蓮
安
楽
な
ど
い
ひ
し
そ
の
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長
と
し
て
広
め
け
り
、
こ
れ
亡
国
の
声
た
る
が
故
に
、
承
久
の
御
乱
出
き
て
、
王
法
衰
え
た
り
と
は
、
古
老
の
人
は
申
侍
し
」
と
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
専
修
念
佛
に
対
す
る
非
難
が
、
亡
国
の
音
と
し
て
の
念
佛
禮
讃
な
ど
の
哀
婉
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
当
時
流
行
し
た
法
然
の
専
修
念
佛
を
、
称
名
の
み
に
限
定
し
て
考
え
る
こ
と
を
拒
む
で
あ
ろ
う
。
良
忍
│
叡
空
の
関
係
か

ら
推
し
て
、
法
然
自
身
、
声
明
に
つ
い
て
或
る
程
度
の
造
詣
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
を
実
證
す
る

だ
け
の
根
拠
は
な
い
。
む
し
ろ
専
修
念
佛
に
帰
し
た
後
の
法
然
に
と
っ
て
は
、
本
願
に
対
す
る
信
が
第
一
義
と
な
り
、
声
明
を
含
め

た
他
の
行
業
は
、
放
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
修
の
徒
が
天
台
流
の
声
明
を
用
い
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て

新
た
な
入
信
者
を
迎
え
た
の
は
、
法
然
の
意
味
す
る
専
修
念
佛
が
、
専
修
念
佛
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
山
の
念
佛
の
系
統
を
引
く
六
時
禮
讃
は
、
美
的
・
情
緒
的
・
恍
惚
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
源

信
の
浄
土
教
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。軋
を
参
照
（
田
村
圓
澄
『
法
然
上
人
傳
の
研
究
』
一
六
二
頁
）。

慈
圓
は
『
愚
管
抄
』
に
録
し
ま
す
。

軛又
建
永
ノ
年
、
法
然
房
ト
云
上
人
ア
リ
キ
。
マ
ヂ
カ
ク
京
中
ヲ
ス
ミ
カ
ニ
テ
、
念
佛
宗
ヲ
立
テ
専
修
念
佛
ト
号
シ
テ
、「
タ
ゞ
阿
弥
陀

佛
ト
バ
カ
リ
申
ベ
キ
也
。
ソ
レ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、
顕
密
ノ
ツ
ト
メ
ハ
ナ
セ
ソ
」
ト
云
事
ヲ
云
イ
ダ
シ
、
不
可
思
議
ノ
愚
痴
無
智
ノ
尼
入
道

ニ
ヨ
ロ
コ
バ
レ
テ
、
コ
ノ
事
ノ
タ
ゞ
繁
昌
ニ
、
世
ニ
ハ
ン
ジ
ャ
ウ
シ
テ
ツ
ヨ
ク
ヲ
コ
リ
ツ
ゝ
、
ソ
ノ
中
ニ
安
楽
房
ト
テ
、
泰
経
入
道
ガ

モ
ト
ニ
ア
リ
ケ
ル
侍
ノ
入
道
シ
テ
専
修
ノ
行
人
ト
テ
、
又
住
蓮
ト
ツ
ガ
イ
テ
、
六
時
禮
讃
ハ
善
導
和
上
ノ
行
ナ
リ
ト
テ
、
コ
レ
ヲ
タ

テ
ゝ
、
尼
ド
モ
ニ
帰
依
渇
仰
セ
ラ
ル
ゝ
者
出
キ
ニ
ケ
リ
、
ソ
レ
ラ
ガ
ア
マ
リ
サ
ヘ
云
ハ
ヤ
リ
テ
、
コ
ノ
行
者
ニ
成
ヌ
レ
バ
、
女
犯
ヲ
コ

ノ
ム
モ
魚
鳥
ヲ
食
モ
、
阿
ミ
ダ
佛
ハ
ス
コ
シ
モ
ト
ガ
メ
玉
ハ
ズ
、
一
向
専
修
ニ
イ
リ
テ
念
佛
バ
カ
リ
ヲ
信
ジ
ツ
レ
バ
、
一
定
最
後
ニ
ム

カ
ヘ
玉
フ
ゾ
ト
云
テ
、
京
田
舎
サ
ナ
ガ
ラ
コ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
ケ
ル
程
ニ
、
院
ノ
小
御
所
ノ
女
房
、
仁
和
寺
ノ
御
ム
ロ
ノ
御
母
マ
ジ
リ
ニ

コ
レ
ヲ
信
ジ
テ
、
ミ
ソ
カ
ニ
安
楽
ナ
ド
云
モ
ノ
ヨ
ビ
ヨ
セ
テ
、
コ
ノ
ヤ
ウ
ト
カ
セ
テ
キ
カ
ン
ト
シ
ケ
レ
バ
、
又
グ
シ
テ
行
向
ド
ウ
レ
イ

タ
チ
出
キ
ナ
ン
ド
シ
テ
、
夜
ル
サ
ヘ
ト
ゞ
メ
ナ
ド
ス
ル
事
出
キ
タ
リ
ケ
リ
、
ト
カ
ク
云
バ
カ
リ
ナ
ク
テ
、
終
ニ
安
楽
頸
キ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
、

法
然
上
人
ナ
ガ
シ
テ
京
ノ
中
ニ
ア
ル
マ
ジ
ニ
テ
ヲ
ハ
レ
ケ
リ
、
カ
ゝ
ル
事
モ
カ
ヤ
ウ
ニ
御
沙
汰
ノ
ア
ル
ニ
、
ス
コ
シ
カ
ゝ
リ
テ
ヒ
カ
ヘ

ラ
ル
ゝ
ト
コ
ソ
ミ
ュ
レ
」（
巻
第
六
土
御
門
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
86
、
二
九
四
、
五
頁
）
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と
、
や
は
り
院
の
女
房
の
風
紀
問
題
が
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
住
蓮
坊
、
安
楽
坊
ら
は
建
永
二
年
（
一
二
○
七
、
こ
の
年
十
月
二
十
五
日
に
「
承
元
」
と
改
暦
）
二
月
九
日
、
院
の
庭
に

引
き
出
さ
れ
ま
す
。
一
世
紀
後
に
編
ま
れ
た
最
大
の
法
然
傳
『
四
十
八
巻
傳
』（
後
伏
見
上
皇
の
勅
命
に
よ
る
の
で
『
勅
修
御
傳
』
と
も
言

わ
れ
る
）
に
よ
る
と
激
怒
面
罵
す
る
後
鳥
羽
上
皇
に
よ
っ
て
斬
首
刑
に
処
さ
れ
ま
し
た
。
安
楽
は
京
の
六
條
河
原
で
、
住
蓮
は
近
江
の
馬

淵
の
馬
洲
で
。
処
刑
が
洛
中
と
近
江
に
わ
け
ら
れ
た
の
は
、
専
修
念
佛
停
止
を
強
請
し
て
い
た
南
都
と
北
嶺
と
を
満
足
さ
せ
る
た
め
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
住
蓮
、
安
楽
の
処
刑
か
ら
法
然
流
罪
と
な
る
「
建
永
（
承
元
）
の
法
難
」
は
、
突
然
惹
起
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ま
で
く
り
か
え
さ
れ
て
い
た
南
都
北
嶺
側
か
ら
の
専
修
念
佛
弾
圧
の
動
き
が
噴
出
し
た
も
の
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
建
永
（
承
元
）
の
法
難
」
よ
り
三
年
前
の
こ
と
、
元
久
元
（
一
二
○
四
）
年
十
月
に
北
嶺
・
延
暦
寺
の
衆
徒
は
座
主
真
性

に
専
修
念
佛
停
止
を
訴
え
て
お
り
、
法
然
は
「
七
箇
條
制
誡
」
を
発
し
て
自
粛
の
措
置
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
翌
年
、
元

久
二
年
（
一
二
○
五
）
九
月
、
今
度
は
南
都
の
興
福
寺
衆
徒
が
軽
佛
不
法
の
ほ
か
神
祇
不
敬
、
國
土
擾
乱
の
項
を
加
え
た
九
箇
条
の
「
興

福
寺
奏
状
」
を
以
て
、
専
修
念
佛
禁
断
か
た
を
後
鳥
羽
上
皇
に
訴
え
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
筆
者
は
法
相
宗
の
名
僧
と
謳
わ
れ
た
笠
置
寺

の
解
脱
房
貞
慶
で
あ
り
、
南
都
六
宗
と
天
台
、
真
言
を
合
わ
せ
て
の
訴
訟
、
か
つ
は
朝
廷
へ
の
訴
状
で
あ
り
、
公
権
力
に
よ
っ
て
、
七
道

諸
国
に
お
け
る
専
修
念
佛
全
面
的
禁
止
、
お
よ
び
法
然
と
そ
の
門
弟
ら
の
処
罰
を
期
し
た
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
一
念
往
生
義
を
立
て
た
法
本
房
行
空
と
「
六
時
礼
讃
」
の
提
唱
者
・
女
性
救
済
の
強
調
者
安
楽
房
遵
西
の
両
名
が
名
指
し
で

マ
ー
ク
さ
れ
、
法
然
は
行
空
を
破
門
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
が
「
元
久
の
法
難
」
で
す
。
こ
の
年
の
四
月
二
十
七
日
に

「
建
永
」
と
改
元
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
折
も
折
、
住
蓮
、
安
楽
の
事
件
が
起
き
た
の
で
す
。
旧
佛
教
側
に
は
恰
好
の
口
火
と
な
っ
た
の

で
す
。

さ
き
に
引
用
し
た
『
四
十
八
巻
傳
』
法
然
上
人
行
状
図
絵
の
続
き
を
見
る
と
、

軛建
永
二
年
二
月
九
日
住
蓮
安
楽
を
庭
上
に
め
さ
れ
て
罪
科
せ
ら
る
ゝ
と
き
安
楽
、
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見
レテ
ハ
有
二ル
ヲ
修
行
一ス
ル
コ
ト
起
二シ
瞋
毒
一ヲ
、
方
便
シ
テ
破
壊
シ
競
フ
テ
生
レズ
怨
ヲ
如
レキ
此
ノ
生
盲
闡
提
ノ
輩
ハ
、
毀
二
滅
シ
テ
頓
教
一ヲ
永
ク
沈
淪
セ
ム
、
超
二

過
ス
ト
モ
大
地
微
塵
劫
一ヲ
、
未
レダ
可
レカ
ラ
得
レ
離
二ル
ル
コ
ト
ヲ
三
途
ノ
身
一ヲ

の
文
を
誦
し
け
る
に
逆
鱗
い
よ
い
よ
さ
か
り
に
し
て
、
官
人
秀
能
に
お
ほ
せ
て
六
條
川
原
に
し
て
安
楽
を
死
罪
に
お
こ
な
は
る
ゝ
時
、

奉
行
の
官
人
に
い
と
ま
を
こ
ひ
、
ひ
と
り
日
没
の
礼
讃
を
行
す
る
に
、
紫
雲
そ
ら
に
み
ち
け
れ
ば
、
諸
人
あ
や
し
み
を
な
す
と
こ
ろ
に
、

安
楽
申
け
る
は
、
念
佛
数
百
遍
の
ゝ
ち
、
十
念
を
唱
へ
ん
を
ま
ち
て
き
る
へ
し
。
合
掌
み
た
れ
す
し
て
右
に
ふ
さ
は
、
本
意
を
と
け
ぬ

と
知
へ
し
と
い
ひ
て
、
高
声
念
佛
数
百
度
の
の
ち
、
十
念
み
ち
け
る
時
き
ら
れ
け
る
に
、
い
ひ
つ
る
に
た
か
は
す
合
掌
み
た
れ
す
し
て

右
に
ふ
し
に
け
り
。
見
聞
の
諸
人
随
喜
の
涙
を
な
か
し
、
念
佛
に
帰
る
人
お
ほ
か
り
け
り
。軋
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
安
楽
が
後
鳥
羽
上
皇

の
面
前
で
唱
え
た
偈
文
「
修
業
す
る
こ
と
有
る
を
見
て
は
、
瞋
毒
を
起
し
方
便
し
て
破
壊
し
、
競
ふ
て
怨
を
生
ず
。
此
の
如
き
生
盲
闡

提
の
輩
、
頓
教
を
毀
滅
く
い
め
つ

し
て
、
永
く
沈
淪
せ
む
。
大
地
微
塵
劫
を
超
過
す
と
も
、
未
だ
三
途
の
身
を
離
る
ゝ
こ
と
を
得
可
か
ら
ず
。」

〔（
念
佛
の
）
修
行
を
す
る
者
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
怒
り
を
起
し
、
手
だ
て
を
設
け
て
破
壊
し
よ
う
と
し
、
我
れ
先
き
に
と
怨
み
を
生

む
。
こ
の
よ
う
な
生
ま
れ
つ
き
暗
愚
な
奴
輩
は
、
一
気
に
悟
る
（
念
佛
の
）
教
え
を
毀
し
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
永
久
に
迷
い
の
海
に
沈
む
。

こ
の
大
地
を
粉
微
塵
に
し
た
も
の
を
数
え
る
ほ
ど
の
時
を
過
ぎ
た
と
し
て
も
、
貪
む
さ
ぼ
り
・
怒
り
・
愚
か
な
身
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。〕

こ
れ
は
、
法
然
が
偏
依
傾
倒
し
た
中
國
の
善
導
の
「
法
事
讃
」
の
一
文
で
、
法
然
が
繁
く
口
に
し
た
と
こ
ろ
（
親
鸞
『
西
方
指
南
抄
』）、

い
わ
ば
「
念
佛
迫
害
の
偈
文
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
し
た
。
王
法
何
す
る
も
の
ぞ
と
、
安
楽
は
上
皇
を
面
責
し
た
の
で
す
。
今
日
、
京

都
東
山
の
法
然
院
隣
り
住
蓮
院
安
楽
寺
に
両
人
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
親
鸞
ゆ
か
り
の
『
歎
異
抄
』
附
録
も
参
考
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
。

軛後
鳥
羽
院
の
御
宇
、
法
然
聖
人
他
力
本
願
念
佛
宗
を
興
行
す
。
時
に
興
福
寺
の
僧
侶
之
を
敵
奏
す
。
御
弟
子
中
狼
籍
子
細
あ
る
由
、
無

實
の
風
聞
に
よ
り
て
罪
科
に
處
せ
ら
る
ゝ
人
数
の
事
。
一
、
法
然
聖
人
並
に
御
弟
子
七
人
流
罪
、
又
御
弟
子
四
人
死
罪
に
行
は
る
ゝ
な

り
。
聖
人
は
土
佐
の
國
番
多
と
い
ふ
所
へ
流
罪
、
罪
名
藤
井
元
彦
男
と
云
々
、
生
年
七
十
六
歳
な
り
。
親
鸞
は
越
後
國
、
罪
名
藤
井
善よ
し

信ざ
ね

と
云
々
、
生
年
三
十
五
歳
な
り
。
浄
聞
房
備
後
國
、
澄
西

ち
ょ
う
さ
い
禅
光
房
伯
耆
國
、
好
覚
房
伊
豆
國
、
行
空
法
本
房
佐
渡
國
。
幸
西
成
覚

房
・
善
恵
房
二
人
同
じ
く
遠
流
に
定
る
、
然
る
に
無
動
寺
の
善
題
大
僧
正
こ
れ
を
申
し
あ
づ
か
る
と
云
々
。
遠
流
の
人
々
已
上
八
人
な
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り
と
云
々
。
死
罪
に
行
は
る
ゝ
人
々
。
一
番
、
西
意
善
綽
房
。
二
番
、
性
願
房
。
三
番
、
住
蓮
房
。
四
番
、
安
楽
房
。
二
位
法
印
尊
長

の
沙
汰
な
り
。
親
鸞
僧
儀
を
改
め
て
俗
名
を
賜
ふ
、
仍
て
僧
に
非
ず
俗
に
非
ず
、
然
る
間
「
禿
」
の
字
を
以
て
姓
と
為
し
て
奏
聞
を
經

さ
せ
ら
れ
了
へ
ぬ
。
彼
の
御
申
状
今
に
外
記
廳
に
納
む
と
云
々
。
流
罪
以
後
「
愚
禿
親
鸞
」
と
書
か
し
め
給
ふ
な
り
。軋

と
。

住
蓮
、
安
楽
の
処
刑
後
、
建
永
二
年
二
月
二
十
八
日
『
四
十
八
巻
傳
』、『
法
然
上
人
傳
』
に
、
法
然
「
僧
尼
令
の
規
定
に
従
い
、
還
俗

せ
し
め
、
源
（
藤
井
）
元
彦
と
名
を
改
め
、
土
佐
國
に
配
所
を
定
め
る
」
と
宣
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
時
に
法
然
七
十
六
歳
。
親
鸞
ま
た

藤
井
善
信
と
い
う
流
人
名
で
越
後
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
五
歳
で
し
た
。

配
流
の
宣
旨
に
接
し
た
法
然
に
、
門
弟
信
空
は
胸
中
を
ぶ
つ
け
ま
す
。

「
住
蓮
・
安
楽
は
す
で
に
罪
科
せ
ら
れ
ぬ
、
上
人
の
流
罪
は
た
ゞ
一
向
専
修
興
行
の
故
と
云
々
、
し
か
る
に
老
邁
の
御
身
、
遼
遠
の
海
波

に
お
も
む
き
ま
し
ま
さ
ば
、
御
命
安
全
な
ら
じ
、
我
等
恩
顔
を
拝
し
厳
旨
を
う
け
給
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
、
又
師
匠
流
刑
の
罪
に
ふ
し

た
ま
は
ゞ
の
こ
り
と
ゞ
ま
る
門
弟
面
目
あ
ら
ん
や
、
か
つ
は
勅
命
な
り
、
一
向
専
修
の
興
行
を
と
ゞ
む
べ
き
よ
し
を
奏
し
た
ま
ひ
て
、

内
々
御
化
導
あ
る
べ
く
や
侍
ら
ん
。」

と
。

天
皇
の
名
の
も
と
國
家
権
力
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
、
潜
行
を
模
索
す
る
弟
子
ら
の
思
惑
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
然

は
答
え
ま
し
た
。

「
流
刑
さ
ら
に
う
ら
み
と
す
べ
か
ら
ず
、
そ
の
ゆ
へ
は
、
齢
す
で
に
八
旬
に
せ
ま
り
ぬ
、
た
と
ひ
師
弟
お
な
じ
み
や
こ
に
住
す
と
も
、
娑

婆
の
離
別
ち
か
き
に
あ
る
べ
し
、
た
と
ひ
山
海
を
へ
だ
つ
と
も
、
浄
土
の
再
会
な
ん
ぞ
う
た
が
は
ん
、
又
い
と
ふ
と
い
へ
ど
も
、
死
す

る
は
人
の
い
の
ち
な
り
、
な
ん
ぞ
か
な
ら
ず
し
も
と
こ
ろ
に
よ
ら
ん
や
、
し
か
の
み
な
ら
ず
念
佛
の
興
行
、
洛
陽
に
し
て
年
ひ
さ
し
、

辺
鄙
に
お
も
む
き
て
、
田
夫
野
人
を
す
ゝ
め
ん
事
、
年
来
の
本
意
な
り
、
し
か
れ
ど
も
時
い
た
ら
ず
し
て
、
素
意
い
ま
だ
は
た
さ
ず
、

い
ま
事
の
縁
に
よ
り
て
、
年
来
の
本
意
を
と
げ
ん
事
す
こ
ぶ
る
朝
恩
と
も
い
ふ
べ
し
、
此
法
の
弘
通
は
、
人
は
と
ゞ
め
ん
と
す
と
も
、

法
さ
ら
に
と
ゞ
ま
る
べ
か
ら
ず
、
諸
佛
済
度
の
ち
か
ひ
ふ
か
く
、
冥
衆
護
持
の
約
ね
ん
ご
ろ
な
り
、
し
か
れ
ば
な
ん
ぞ
世
間
の
機
嫌
を
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は
ゞ
か
り
て
、
経
釈
の
素
意
を
か
く
す
べ
き
や
、
た
ゞ
し
い
た
む
と
こ
ろ
は
、
源
空
が
興
ず
る
浄
土
の
法
門
は
、
濁
世
末
代
の
衆
生
の

決
定
出
離
の
要
道
な
る
が
ゆ
へ
に
、
常
随
守
護
の
神
祇
冥
道
、
さ
だ
め
て
無
道
の
障
難
を
と
が
め
給
は
ん
か
、
命
あ
ら
ん
と
も
が
ら
、

因
果
の
む
な
し
か
ら
ざ
る
事
を
お
も
ひ
あ
は
す
べ
し
、
因
縁
つ
き
ず
ば
、
な
ん
ぞ
又
今
生
の
再
會
な
か
ら
ん
や
。」

ま
た
、

「
わ
れ
た
と
ひ
死
刑
に
を
こ
な
は
る
と
も
、
こ
の
事
い
は
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。」

と
宣
明
し
た
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
（『
四
十
八
巻
傳
』
巻
三
十
三
）。

二
、「
化
身
土
巻
・
後
序
」

以
上
が
、
さ
き
に
引
用
し
た
「
化
身
土
巻
・
後
序
」
の
一
節
の
歴
史
的
情
景
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
中
、「
土
御
門
」
の
世
が
「
今

上
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。「
土
御
門
」
の
世
は
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
か
ら
承
元
四
年
（
一
二
一
○
）
で
、
親
鸞

二
十
六
歳
か
ら
三
十
八
歳
の
頃
に
あ
た
り
ま
す
。『
教
行
信
證
』
は
親
鸞
五
十
二
歳
頃
の
作
と
思
わ
れ
て
い
る
の
に
、
若
き
日
の
法
難
を
、

な
お
生
々
し
く
実
感
し
つ
づ
け
て
い
た
の
か
、
と
思
わ
さ
れ
る
よ
う
な
「
今
上
」
の
二
文
字
で
す
。
│
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
章
で
詳
論

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
。

い
ま
、「
主
上
臣
下
背
法
違
義
」
と
い
う
文
字
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
同
じ
國
家
権
力
に
よ
っ
て
、
伊
豆
、
佐
渡
に
流
罪
さ
れ
た
「
日

蓮
」
の
口
吻
が
思
い
合
わ
さ
れ
ま
す
。

＊『
一
谷
入
道
御
書
』
は
佐
渡
流
謫
の
辛
酸
、
島
民
の
非
情
を
訴
え
つ
つ
、
國
主
の
不
法
を
弾
劾
し
ま
す
。

「
彼
島
の
者
ど
も
因
果
の
理
を
も
辧
へ
ぬ
あ
ら
ゑ
び
す
な
れ
ば
、
あ
ら
く
あ
た
り
し
事
は
、
申
ス
計
な
し
。
然
れ
ど
も
一
分
も
怨
ム
る

心
な
し
。
其
故
は
日
本
國
の
主
と
し
て
少
く
も
道
理
を
知
り
ぬ
べ
き
相
模
殿
だ
に
も
、
國
を
た
す
け
ん
と
云
フ
者
を
子
細
も
聞
き
ほ

ど
か
ず
、
理
不
尽
に
死
罪
に
あ
て
が
う
事
な
れ
ば
、
い
わ
う
や
そ
の
す
へ
（
末
）
の
者
ど
も
の
こ
と
は
よ
き
も
た
の
ま
れ
ず
、
あ
し
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き
も
に
く
か
ら
ず
。」

（『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
二
巻
九
八
九
、
九
九
○
頁
）。
時
の
執
権
・
時
宗
を
「
わ
ず
か
小
嶋
の
主
」
と
呼
ぶ
日
蓮
で
し
た
。

私
の
も
っ
て
い
る
定
本
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二
、
宗
祖
部
（
昭
和
四
十
七
年
七
月
十
日
発
行
）
の
六
版
に
は
、
こ
の
後
序
中
の
「
主
上
」

の
二
文
字
が
抜
け
て
い
ま
す
。「
主
上
臣
下
背
法
違
義
」
が
、
た
だ
「
臣
下
、
背
法
違
義
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
昭
和
十
六
年
十
一
月

二
十
五
日
発
行
の
初
版
以
来
、
昭
和
五
十
年
ま
で
欠
字
の
ま
ま
で
印
刷
発
行
さ
れ
つ
づ
け
て
い
た
の
で
す
。

初
版
の
印
刷
日
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
日
は
、
い
わ
ゆ
る
大
東
亜
戦
争
開
戦
の
十
八
日
前
の
こ
と
で
、「
主
上
」
を
削
除
し
な
け
れ

ば
発
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
事
情
は
、
同
じ
く
熾
烈
に
「
國
王
諫
暁
」
を
敢
行
し
て
い
た
日
蓮
の
書
、『
日
蓮
遺
文
』
の
数

百
ケ
所
が
王
朝
批
判
不
敬
と
し
て
、
戦
時
中
削
除
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
と
通
じ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
「
主
上
」
二
字
を
カ
ッ
ト
す
る
と
、
後
序
の
文
章
も
「
後
鳥
羽
」
と
「
土
御
門
」
は
、
た
だ
奏
達
さ
れ
た
だ
け

で
、「
背
法
違
義
」
し
た
の
は
、
そ
の
「
臣
下
」
と
読
ま
さ
れ
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

「
斯
ヲ
以
テ
興
福
寺
ノ
学
徒
■
■
太
上
天
皇
（
後
鳥
羽
ノ
院
ト
号
ス
諱
尊
成
）
■
■
今
上
（
土
御
門
ノ
院
ト
号
ス
諱
為
仁
）
の
聖
暦
承
元

丁
卯
ノ
歳
、
仲
春
上
旬
之
候
ニ
奏
達
ス
。
□
□
臣
下
、
法
ニ
背
キ
、
義
ニ
違
シ
、
忿
ヲ
成
シ
、
怨
ヲ
結
ブ
…
…
云
々
」。

と
な
っ
て
、
後
鳥
羽
上
皇
、
土
御
門
天
皇
は
安
泰
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
上
、
戦
時
中
は
、
こ
の
箇
所
を
読
む
こ
と
自
体
禁
止
さ
れ
て

い
た
の
で
し
た
。

服
部
之
総
は
語
り
ま
す
。

「
東
西
を
い
は
ず
、
敗
戦
の
年
ま
で
、
年
々
の
戦
時
報
恩
講
の
高
座
の
う
へ
か
ら
読
み
つ
づ
け
ら
れ
た
本
願
寺
聖
人
親
鸞
傳
繪
は
、
覚
如

い
ら
い
の
本
文
を
一
箇
所
だ
け
、
読
む
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
禁
制
の
場
所
が
、
巻
下
第
一
段
の
『
主
上
臣
下
。

法
ニ
背
キ
義
ニ
違
シ
。
忿
ヲ
成
シ
怨
ヲ
結
フ
。』

で
あ
っ
た
と
い
ふ
に
い
た
っ
て
は
、
愚
や
き
は
ま
る
と
│
た
れ
が
い
ひ
う
る
か
！
「
指
導
」
さ
れ
愚
弄
さ
れ
た
人
民
に
の
み
、
そ
れ
を

い
ふ
資
格
が
け
ふ
び
あ
る
で
あ
ら
う
。」（『
親
鸞
ノ
ー
ト
』
福
村
出
版
一
○
○
、
一
○
一
頁
）。
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と
。こ

の
点
、『
孟
子
』
も
同
じ
よ
う
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
『
孟
子
』
は
有
徳
作
王
説
に
立
ち
、
殷
周
革
命
を
是
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
巻
第
一
梁
恵
王
篇
第
一
下
十
五
に
、
斉
の
宣
王
か
ら
、「（
殷
の
）
湯
は
（
夏
の
）
桀
を
放
ち
、
周
の
武
王
は
（
殷
の
）

紂
を
伐
ち
た
り
と
の
こ
と
、
諸
れ
有
り
や
」
と
問
わ
れ
て
、「
仁
を
賊
う
者
は
こ
れ
を
賊
と
い
い
、
義
を
賊
う
者
は
こ
れ
を
残
と
い
う
。
残

賊
の
人
は
こ
れ
を
一
夫
と
い
う
。
一
夫
の
紂
を
誅
し
た
り
と
は
聞
く
も
、
未
だ
君
を
誅
し
た
り
と
は
聞
か
ず
」
と
答
え
た
一
節
で
す
。
昔

か
ら
御
前
講
義
で
は
「
こ
の
一
乘
、
御
講
義
申
上
げ
ず
候
」
と
注
意
書
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

＊
ち
な
み
に
本
居
宣
長
は
『
玉
か
つ
ま
』
で
、
関
連
の
離
婁
篇
第
四
下
九
十
二
「
孟
子
、
斉
の
宣
王
に
告
げ
て
曰
わ
く
『
君
の
、
臣

を
視
る
こ
と
、
わ
が
手
足
の
如
く
な
ら
ば
、
臣
の
君
を
視
る
こ
と
も
、
わ
が
腹
心
の
如
く
な
ら
ん
。
君
の
、
臣
を
見
る
こ
と
、
犬
馬

の
如
く
な
ら
ば
、
臣
の
、
君
を
視
る
こ
と
も
、
國
人
の
如
く
な
ら
ん
。
君
の
、
臣
を
見
る
こ
と
、
土
芥
の
如
く
な
ら
ば
、
臣
の
、
君

を
視
る
こ
と
も
、
寇
讎

あ
だ
か
た
き
の
如
く
な
ら
ん
。」
に
つ
い
て
、「
こ
の
一
章
を
も
て
孟
軻
が
大
悪
を
さ
と
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

と
も
か
く
、
禁
裏
、
伊
勢
で
は
、「
一
夫
の
紂
」
や
「
貴
戚
の
卿
」（
君
主
の
親
族
で
卿
・
大
臣
と
な
っ
た
者
は
失
政
の
君
主
へ
の
諫

言
を
繰
り
か
え
し
て
容
れ
ら
れ
な
い
時
は
、
君
主
を
追
放
す
る
道
理
・
万
章
篇
第
五
下
百
四
十
）
と
い
っ
た
章
は
封
ぜ
ら
れ
た
の
で

す
。

＊軈
明
治
の
は
じ
め
、
天
皇
の
政
府
が
狂
信
的
な
神
道
主
義
の
立
場
か
ら
、
排
佛
主
義
を
強
行
し
た
こ
と
は
有
名
だ
。
わ
た
し
は
、
京

都
や
滋
賀
県
の
社
寺
を
見
て
、
そ
の
す
さ
ま
じ
い
権
力
に
よ
る
排
佛
の
あ
と
を
見
て
、
ゾ
ッ
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
比

叡
山
の
琵
琶
湖
側
の
ふ
も
と
に
あ
る
日
吉
神
社
な
ど
、
仏
教
信
仰
の
建
物
は
根
こ
そ
ぎ
破
壊
し
つ
く
さ
れ
た
。
た
だ
、
拝
殿
の
床
下

で
行
な
わ
れ
た
仏
教
行
事
の
あ
と
だ
け
は
、
抹
殺
で
き
ぬ
た
め
、
板
で
う
ち
つ
け
て
、
民
衆
に
見
せ
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
天
皇
や
薩
長
政
府
の
権
力
者
の
行
為
に
対
し
、『
あ
な
た
が
た
こ
そ
経
典
に
い
う
、
逆
謗
闡
提
の
徒
だ
。
悪
逆
の
鬼
だ
』。

と
指
さ
す
仏
教
者
は
、
つ
い
に
出
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
ア
ミ
ダ
仏
と
同
じ
よ
う
に
、
天
皇
を
信
仰

し
よ
う
』
と
い
う
運
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
戦
争
中
に
作
ら
れ
た
『
靖
國
神
社
』
な
ど
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
、
し
な
か

っ
た
。
代
わ
っ
て
、『
教
行
信
證
』
の
版
本
の
中
か
ら
『
主
上
臣
下
背
法
違
義
』
の
『
主
上
』
の
文
字
を
削
り
と
っ
た
の
で
あ
る
。軣

87



（
古
田
武
彦
『
親
鸞
、
人
と
思
想
』
清
水
書
院
一
八
七
、
一
八
八
頁
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
親
鸞
が
上
皇
、
天
皇
を
名
指
し
で
「
背
法
違
義
、
成
忿
結
怨
…
…
不
考
罪
科
、
猥
坐
死
罪
」
と
糾
弾
し
た
こ
と
は
銘

記
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

な
お
、
二
葉
憲
香
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
の
陰
翳
が
あ
り
ま
す
（『
親
鸞
の
研
究
│
親
鸞
に
お
け
る
信
と
歴
史

│
』
百
華
苑
一
五
八
頁
以
下
）。
も
と
も
と
聖
徳
太
子
の
夢
告
に
よ
っ
て
浄
土
門
に
導
か
れ
た
親
鸞
は
、
太
子
を
敬
慕
措
く
あ
た
わ
ず
、
建

長
七
年
（
一
二
五
五
）、
八
十
三
才
の
時
に
、
お
び
た
だ
し
い
奉
讃
和
讃
を
書
き
連
ら
ね
て
、
そ
れ
が
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
七
十
五
篇
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
権
力
者
の
念
佛
弾
圧
へ
の
抗
議
が
読
み
と
ら
れ
る
の
で
す
。

「（
一
）

日
本
國
帰
命
聖
徳
太
子

佛
法
弘
興
の
恩
ふ
か
し

有
情
救
済
の
慈
悲
ひ
ろ
し

奉
讃
不
退
な
ら
し
め
よ
」

で
始
ま
り
、
太
子
の
生
涯
を
う
た
っ
た
の
ち
に
、

「（
六
三
）

守
屋
が
邪
見
を
降
伏
し
て

佛
法
の
威
徳
を
あ
ら
わ
せ
り

い
ま
に
教
法
ひ
ろ
ま
り
て

安
養
の
往
生
さ
か
り
な
り
」

と
、
佛
教
を
排
撃
し
て
や
ま
な
か
っ
た
物
部
守
屋
の
徒
を
克
服
し
て
佛
法
の
基
礎
を
置
い
た
太
子
を
叙
し
、
つ
づ
い
て
、
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「（
六
四
）

如
来
の
遺
教
ゆ
い
げ
う

を
疑ぎ

謗は
う

し

方
便
破は

壊か
い

せ
む
も
の
は

弓
削
ゆ

げ

の
守
屋
と
お
も
ふ
べ
し

し
た
し
み
ち
か
づ
く
こ
と
な
か
れ
」

「（
六
九
）

寺じ

塔た
う

佛ぶ
ち

法ぼ
ふ

を
滅め

破ち
ば

し

國
家け

有う

情
じ
ょ
う
を
壊ゑ

失し
ち

せ
ん

こ
れ
ま
た
守
屋
が
変
化
へ
ん
ぐ
ゑ

な
り

厭
却
降
伏

え
ん
き
ゃ
く
が
う
ぶ
く
せ
し
む
べ
し
」

「（
七
○
）

物
部
弓
削
の
守
屋
の
逆
臣
は

　
ぐ
ゐ
や
く
し
ん
　

生
生
世
世

し
ゃ
う
じ
ゃ
う
せ
ゞ

に
あ
ひ
つ
た
へ

か
げ
の
ご
と
く
に
身
に
そ
ひ
て

佛
法
破
滅

ぶ
ち
ぼ
ふ
は
め
ち

を
た
し
な
め
り
」

「（
七
一
）

つ
ね
に
佛
法
を
毀
謗
く
ゐ
は
う

し

有
情
の
邪
見
を
す
ゝ
め
し
め

頓
教
破
壊

と
む
げ
う
は
ゑ

せ
む
も
の
は

守
屋
の
臣
と
お
も
ふ
べ
し
」

（『
真
宗
聖
教
全
書
』
鴟
、
宗
祖
部
、
五
三
二
〜
五
四
○
頁
）
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こ
こ
に
は
、
念
佛
弾
圧
の
公
権
力
、
朝
家
武
家
を
も
っ
て
、
守
屋
の
変
化
と
見
定
め
る
親
鸞
の
眼
が
光
っ
て
い
ま
し
ょ
う
。
し
め
く
く

り
は
、

「（
七
五
）

と
め
る
も
の
ゝ
う
た
へ
は

石
を
水
に
い
る
ゝ
が
ご
と
く
な
り

と
も
し
き
も
の
の
あ
ら
そ
ひ
は

水
を
石
に
い
る
ゝ
に
に
た
り
け
り
」

と
、
富
め
る
権
力
者
に
対
す
る
貧
し
き
念
佛
者
の
抗
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

＊軈
か
つ
て
、『
聖
徳
皇
の
め
ぐ
み
に
て
、
正
定
聚
に
帰
依
し
』
律
令
教
団
か
ら
離
脱
し
た
親
鸞
は
、
か
く
て
、「
和
國
の
教
主
聖
徳
皇

■
広
大
恩
徳
謝
し
が
た
し
■
一
心
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
り
■
奉
讃
不
退
な
ら
し
め
よ
」（『
正
像
末
和
讃
』
九
○
）
と
、
太
子
を
和
國

の
教
主
と
し
、
自
ら
を
そ
れ
に
随
順
す
る
も
の
と
し
て
位
置
せ
し
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
聖
徳
太
子
と
親
鸞
と
を
結
ぶ
系
譜
は
、

ゆ
る
ぎ
な
く
成
立
し
た
。
こ
の
系
譜
こ
そ
、
律
令
的
・
民
族
宗
教
的
佛
教
信
奉
い
い
か
え
れ
ば
非
正
統
的
佛
教
信
奉
の
系
譜
に
対
す

る
、
本
質
的
・
正
統
佛
教
信
奉
の
系
譜
に
ほ
か
な
ら
な
い
。軋（
二
葉
憲
香
『
親
鸞
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
六
一
頁
）。

三
、「
後
序
」
の
歴
史
性

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
後
序
」
の
文
章
は
、
親
鸞
の
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
後
人
の
付
加
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議

論
が
も
ち
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
土
御
門
天
皇
」
が
「
今
上
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
先
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
教
行
信
證
』
を
も
の
し
た
の
は
親
鸞
の
五
十
二
才
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
り
（
大
原
性
実
『
教
行
信
證
概

説
』
平
楽
寺
書
店
第
一
章
の
詳
論
参
照
）、
時
の
「
今
上
」
は
、「
後
堀
河
」
で
は
な
い
か
。
後
堀
河→

仲
恭→

順
徳→

土
御
門
と
三
代
前
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の
「
土
御
門
」
を
「
今
上
」
と
呼
ぶ
の
は
異
な
こ
と
だ
、
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
真
筆
か
、
加
筆
か
を
め
ぐ
っ
て
大
議
論
が
巻
き
起

っ
た
の
で
す
が
、「
後
序
」
そ
の
も
の
を
分
析
し
て
み
る
と
、
親
鸞
が
時
代
の
順
序
に
従
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で

す
。今

、「
後
序
」
を
流
れ
に
沿
っ
て
見
て
み
ま
す
と
、

鴣
、
師
弟
障
難
（
承
元
丁
卯
〈
元
年
〉
仲
春
〈
二
月
〉
上
旬
）「
竊
に
以
れ

　
お
も
ん
み
　

ば
、
聖
道
の
諸
教
は
行
證
久
し
く
廃
れ
、
浄
土
の
真
宗
は
證

道
今
盛
な
り
、
然
る
に
諸
寺
の
釋
門
、
教
に
昏
く
し
て
兮
、
真
仮
の
門
戸
を
知
ら
ず
、
洛
都
の
儒
林
、
行
に
迷
う
て
兮
、
邪
正
の
道

路
を
辧
ふ
る
こ
と
無
し
、
斯
を
以
て
、
興
福
寺
の
学
徒
、
■
■
太
上
天
皇
後
鳥
羽
院
と
號
す
諱
尊
成
、
■
■
今
上
土
御
門
院
と
號
す
諱
為
仁
の

聖
暦
承
元
丁
卯
の
歳
、
仲
春
上
旬
之
候
に
奏
達
す
、
主
上
臣
下
、
法
に
背
き
義
に
違
し
、
忿
を
成
し
、
怨
を
結
ぶ
、
茲
に
因
り
て
、

真
宗
興
隆
の
太
祖
源
空
法
師
并
に
門
徒
数
輩
、
罪
科
を
考
へ
ず
、
猥
し
く
死
罪
に
坐
す
、
或
は
僧
儀
を
改
め
、
姓
名
を
賜
う
て
遠
流

に
處
す
、
予
は
其
の
一
な
り
、
爾
れ
者
已
に
僧
に
非
ず
俗
に
非
ず
、
是
の
故
に
禿
の
字
を
以
て
姓
と
為
す
、
空
師
并
に
弟
子
等
、
諸

方
の
邊
州
に
坐
し
て
、
五
年
の
居
諸
を
経
た
り
き
。」

鴟
、
源
空
帰
洛
（
建
暦
辛
未
〈
元
年
〉
子
月
中
旬
第
七
日
〈
十
一
月
十
七
日
〉）

「
皇
帝
佐
渡
院
諱
守
成
の
聖
代
建
暦
辛
未
の
歳
、
子
月
中
旬
第
七
日
、
勅
免
を
蒙
り
て
入
洛
し
て
已
後
、
空
は
洛
陽
東
山
の
西
の
麓
、
鳥

部
野
の
北
の
邊
、
大
谷
に
居
た
ま
ふ
。」

鵄
、
源
空
入
滅
（
建
暦
二
年
壬
申
寅
月
下
旬
第
五
日
〈
正
月
二
十
五
日
〉）「
同
じ
き
二
年
壬
申
寅
月
下
旬
第
五
日
、
午
時
に
入
滅
し
た

ま
ふ
、
奇
瑞
稱
計
す
可
か
ら
ず
、
別
傳
に
見
え
た
り
。」

鴕
、
親
鸞
本
願
帰
依
（
建
仁
辛
酉
〈
元
年
〉「
然
る
に
愚
禿
繹
の
鸞
、
建
仁
辛
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
ゝ
兮
、
本
願
に
帰
す
。」

鴒
、
選
択
集
書
写
・
真
影
図
画
（
元
久
乙
丑
〈
二
年
〉）「
元
久
乙
丑
の
歳
、
恩
怨
を
蒙
り
て
兮
『
選
擇
』
を
書
く
、
同
じ
年
の
初
夏
中

旬
第
四
日
、『
選
擇
本
願
念
佛
集
』
の
内
題
の
字
并
に
「
南
無
阿
彌
陀
佛
往
生
之
業
念
佛
為
本
」
と
、「
釋
綽
空
」
の
字
と
、
空
の
真

筆
を
以
て
之
を
書
か
令
め
た
ま
ひ
き
、
同
じ
き
日
、
空
之
真
影
申
し
預
り
、
図
画
し
奉
る
。
同
じ
き
二
年
閏
七
月
下
旬
第
九
日
、
真

影
の
銘
は
真
筆
を
以
て
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
と
、「
若
我
成
佛
・
十
方
衆
生
・
稱
我
名
號
下
至
十
聲
・
若
不
生
者
不
取
正
覚
・
彼
佛
今
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現
在
成
佛
・
當
知
本
誓
重
願
不
虚
・
衆
生
稱
念
必
得
往
生
」
之
真
文
と
を
書
か
令
め
た
ま
ふ
、
又
夢
の
告
に
依
り
て
、「
綽
空
の
字
を

改
め
て
、
同
じ
き
日
、
御
筆
を
以
て
名
（
善
信
）
之
字
を
書
か
令
め
た
ま
ひ
畢
ん
ぬ
。
本
師
聖
人
今
年
七
旬
三
（
七
十
三
）
の
御
歳

な
り
、『
選
擇
本
願
念
佛
集
』
は
禅
定
博
陸
月
輪
殿
兼
実
・
法
名
圓
照
之
教
命
に
依
り
て
選
集
せ
令
む
る
所
な
り
、
真
宗
の
簡
要
・
念
佛
の

奥
義
、
斯
に
攝
在
せ
り
、
見
る
者
諭
り
易
し
、
誠
に
是
れ
希
有
最
勝
之
華
文
、
無
上
甚
深
之
宝
典
な
り
、
年
を
渉
り
日
を
渉
り
、
其

の
教
誨
を
蒙
る
之
人
千
萬
な
り
と
雖
も
、
親
と
云
ひ
疎
と
云
ひ
、
此
の
見
写
を
獲
る
之
徒
甚
だ
以
て
難
し
、
爾
る
に
既
に
製
作
を
書

写
し
、
真
影
を
圖
畫
す
、
是
れ
専
念
正
業
之
徳
な
り
、
是
れ
決
定
往
生
之
徴
な
り
、
仍
り
て
悲
喜
之
涙
を
抑
へ
て
由
來
之
縁
を
註
す
。」

と
。

い
ま
こ
れ
を
西
暦
で
あ
ら
わ
し
て
み
る
と
、

鴣
、
師
弟
障
難
（
一
二
○
七
年
）

鴟
、
源
空
帰
洛
（
一
二
一
一
年
）

鵄
、
源
空
入
滅
（
一
二
一
二
年
）

鴕
、
親
鸞
本
願
帰
依
（
一
二
○
一
年
）

鴒
、
選
擇
集
書
写
・
真
影
圖
畫
（
一
二
○
五
年
）

と
な
り
ま
す
。
一
目
瞭
然
、
年
代
順
な
ら
ば
、
鴕
、
鴒
、
鴣
、
鴟
、
鵄
と
な
る
と
こ
ろ
が
何
よ
り
も
真
つ
先
き
に
「
承
元
の
法
難
」、
主
上

臣
下
糾
明
の
一
文
で
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
も
っ
て
、
そ
の
語
気
の
鋭
さ
を
知
る
の
で
す
が
、「
土
御
門
」、
を
「
今
上
」
と
呼
ん
だ
こ

と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
そ
の
当
時
の

、
、
、
、
、

今
上
」
と
い
う
意
味
説
（
歴
史
物
語
的
現
在
の
用
法
）、「
太
上
天
皇
に
奏
達
し
た
が
、
時
は
土
御

門
院
の
天
皇
の
承
元
丁
卯
の
仲
春
で
あ
る
と
書
く
の
を
、
ま
だ
追
号
が
分
か
ら
ぬ
か
ら
、
今
上
と
書
い
た
」（
修
辞
的
用
法
）
な
ど
が
唱
え

ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
た
に
、「『
竊
以
』
よ
り
『
五
年
居
諸
』
に
い
た
る
文
面
は
『
承
元
年
間
、
流
罪
中
の
親
鸞
が
公
に
提
出
し
た
奏
状
』
そ

の
も
の
の
文
面
の
一
節
（
中
心
部
）
が
こ
こ
に
引
用
掲
載
さ
れ
あ
る
に
他
な
ら
ぬ
」
つ
ま
り
、
こ
の
項
は
流
罪
中
の
親
鸞
が
朝
廷
の
外
記

廳
に
提
出
し
た
抗
議
状
か
ら
引
用
さ
れ
た
一
節
で
あ
っ
た
と
い
う
妙
案
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
（
古
田
武
彦
『
親
鸞
思
想
│
そ
の
史
料
批
判
』
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富
山
房
五
○
三
〜
五
五
九
頁
）。
た
と
え
ば
『
教
行
信
證
』
唯
一
の
親
鸞
真
筆
「
坂
東
本
」
に
お
い
て
、「
今
上
」
を
文
頭
に
し
た
り
（
平

出
）、「
主
上
」
の
前
を
空
白
に
し
て
い
る
（
闕
写
）
の
は
、
公
式
文
書
の
礼
式
で
あ
っ
て
、
通
常
に
は
見
ら
れ
な
い
と
云
っ
た
点
な
ど
が
、

そ
の
證
拠
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
「
上
訴
文
引
用
法
」
と
で
も
名
づ
け
う
る
立
論
の
根
拠
は
納
得
す
べ
き
も
の
で
、
次
の
よ
う
に
簡
約
さ
れ
ま
す
。

窕
、「
今
上
」
は
執
筆
時
点
（
承
元
中
の
）
現
任
天
子
た
る
土
御
門
天
皇
を
指
称
し
て
い
る
。

窘
、
流
罪
中
の
上
表
文
に
お
い
て
、
同
じ
く
罪
科
の
人
た
る
法
然
に
相
当
す
べ
き
呼
称
は
当
然
「
源
空
法
師
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

窖
、「
予
」
は
還
俗
せ
し
め
ら
れ
た
親
鸞
に
と
っ
て
「
小
僧
」
に
代
わ
る
自
称
の
語
で
あ
っ
た
。

窩
、「
居
諸
」
は
流
罪
中
に
お
け
る
上
表
文
内
の
語
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
響
き
を
有
す
る
用
語
で
あ
っ
た
。

竈
、「
太
上
天
皇
・
今
上
」
の
「
平
出
」
書
式
は
上
表
文
の
常
規
で
あ
り
、
そ
の
原
形
式
を
特
に
保
存
し
つ
つ
、
そ
の
中
心
部
を
特
載
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

窰
、「
皇
帝
」
以
下
の
文
は
別
の
時
期
の
文
に
属
し
、
上
表
文
中
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
公
式
文
書
中
の
格
式
と
し
て
の
「
平
出
」

「
闕
字
」
を
要
せ
ず
、
前
行
末
ま
で
の
上
表
文
と
別
文
た
る
を
示
す
べ
く
、
数
字
分
空
白
と
し
た
の
で
あ
る
。」（
同
書
五
三
六
、
五
三

七
頁
）

＊
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
「
奏
状
」
が
存
在
し
た
か
、
と
い
う
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
存
在
し
た
こ
と
を
証
す
る
文
書
と
し
て
。

「
中
納
言
範
光
卿
ヲ
モ
テ
勅
免
ヲ
カ
フ
ラ
ム
ト
経
二
奏
聞
一
範
光
ノ
卿
ヲ
ハ
シ
メ
ト
シ
テ
諸
卿
ミ
ナ
愚
禿
ノ
字
ニ
ア
ラ
タ
メ
テ
奏
ヲ
フ

ル
コ
ト
メ
テ
タ
ク
マ
フ
シ
タ
リ
ト
テ
ア
リ
キ
ソ
ノ
ト
キ
ホ
ト
ナ
ク
聖
人
モ
ユ
リ
マ
シa

c

ニ
御
弟
子
八
人
ア
イ
具
シ
テ
ユ
ル
サ
レ
タ

リ
シ
ナ
リ
京
中
ニ
ハ
ミ
ナ
コ
ノ
ヤ
ウ
ハ
シ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
」（
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
蓮
光
寺
本
）。

「
親
鸞
改
二メ
テ
僧
儀
一ヲ
賜
二タ
マ
フ
俗
名
一ヲ
仍
テ
非
レス
僧
ニ
非
レス
俗
ニ
然
間
タ
以
二テ
禿
ノ
字
一ヲ
為
レシ
テ
姓
ト
被
レレ
經
二ヘ
奏
聞
一ヲ
了
彼
ノ
御
申
シ
状
于
二
今
一
外

記
廳
ニ
納
ル
ト
云
々
流
罪
以
後
愚
禿
親
鸞
令
レシ
メ
書
給
也
」（
歎
異
抄
蓮
如
本
）。
こ
れ
ら
か
ら
古
田
武
彦
は
「
系
統
を
異
に
す
る
二
史

料
、
し
か
も
一
（
前
書
）
は
親
鸞
在
世
中
、
一
（
後
者
）
は
親
鸞
没
後
、
そ
し
て
共
に
親
鸞
の
面
授
の
弟
子
の
記
録
に
掲
載
さ
れ
て
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い
る
。
そ
の
上
、
史
料
と
そ
の
表
現
内
実
の
性
格
上
、
こ
と
に
こ
の
点
を
虚
構
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞

が
流
罪
中
に
朝
廷
に
『
奏
状
』
を
提
出
し
た
、
と
い
う
、
そ
の
事
実
を
疑
う
根
拠
は
求
め
が
た
し
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
確
め
ら

れ
ま
す
（
同
書
五
三
八
頁
）。
こ
の
ほ
か
、
古
田
は
「
奏
文
」
引
用
以
下
も
引
用
の
連
鎖
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。『
教
行

證
文
類
』
の
「
文
類
」
と
い
う
類
従
・
編
纂
・
集
成
と
云
っ
て
、
親
鸞
自
身
の
「
文
」
が
引
用
・
点
綴
さ
れ
た
こ
と
に
通
じ
ま
す
。

以
上
、「
後
序
」
と
上
皇
、
天
皇
批
判
の
事
実
と
「
後
序
」
の
歴
史
性
に
つ
い
て
見
終
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
外
記
廳
へ
の
奏
状
か
ら
の
写

し
で
あ
っ
た
と
い
う
解
決
法
を
加
え
て
、「
今
上
」
問
題
も
氷
解
す
る
わ
け
で
す
。

四
、「
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
に
」

以
上
、
親
鸞
が
上
皇
、
天
皇
を
名
指
し
て
、
王
法
何
す
る
も
の
ぞ
、
と
し
た
権
力
批
判
を
確
か
め
て
一
段
落
す
る
も
の
の
、
こ
の
朝

家
・
武
家
権
力
告
発
と
は
、
異
な
る
響
き
・
噛
み
合
わ
ぬ
響
き
を
放
つ
親
鸞
の
発
言
が
別
の
問
題
を
惹
き
起
こ
す
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

親
鸞
八
十
五
歳
（
康
元
年
・
一
二
五
七
）
七
月
九
日
附
「
性
信
房
」
宛
の
手
紙
が
そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
「
朝
家
」・「
國
民
」
の
た
め
の
念

佛
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

＊「
性
信
」
は
親
鸞
門
弟
二
十
四
輩
の
第
一
。
俗
名
を
与
四
郎
。
狂
暴
で
悪
四
郎
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
法
然
の
弟
子
と
な
り
、
親
鸞

の
門
弟
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
、
奥
州
の
教
化
に
あ
た
り
、
建
治
元
年
に
八
十
九
歳
で
入
寂
し
ま
し
た
。

軛念
仏
ね
む
ぶ
ち

ま
ふ
さ
ん
ひ
と
び
と
は
、
わ
が
御
身
の
料
は
お
ぼ
し
め
さ
ず
と
も
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
念
佛
を
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま

ひ
さ
ふ
ら
は
ゞ
、
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
は
、
ま
づ
わ
が
身
の
往
生
を
お
ぼ
し
め
し
て
御
念

佛
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。軋（『
真
聖
全
』（
二
）、
六
九
七
頁
）。

と
。前

で
確
か
め
て
き
た
は
ず
の
反
権
力
的
人
民
思
想
家
風
の
親
鸞
が
、軈
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
に
、
念
佛
を
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま
ひ
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さ
ふ
ら
は
ゞ
、
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。軋
と
勧
め
る
…
…
。
こ
れ
は
何
事
か
、
と
。
こ
れ
で
は
、
さ
き
の
「
信
心
為
本
」。「
念
佛
為

本
」
の
立
場
と
合
わ
ず
、「
王
法
為
本
」、
従
来
の
体
制
的
な
「
鎮
護
國
家
」
宗
の
響
き
で
は
な
い
か
、
と
問
題
視
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ

ま
た
長
い
論
争
の
種
子
と
な
り
ま
し
た
。

親
鸞
は
、『
教
行
信
證
』
化
身
土
巻
（
末
）
外
教
釋
引
文
に
、

軛『
菩
薩
戒
經
』（
梵
網
經
巻
下
）
言
ク
「
出
家
ノ
人
ノ
法
ハ
不
下
向
二テ
國
王
一ニ
礼
拝
上セ
不
下
向
二テ
父
母
一ニ
禮
拝
上セ
、
六
親
ニ
不
レ
務
ツ
カ
ヘ
、
鬼
神
ヲ

不
レ
礼
セ
」軋

（『
真
聖
全
』（
二
）、
一
九
一
、
一
九
二
頁
）、

と
引
文
し
、
出
家
人
の
法
と
し
て
、「
國
王
不
拝
」
の
文
字
を
明
記
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
天
皇
や
國
家
の
た
め
と
言
う
の
で
は
、

律
令
体
制
内
の
鎮
國
宗
の
同
輩
と
見
え
る
で
は
な
い
か
│
と
。
事
実
、
本
願
寺
教
団
は
、
こ
の
一
句
を
も
っ
て
、
親
鸞
の
愛
國
心
・
皇
國

尊
崇
の
心
と
し
て
、
忠
君
愛
國
の
念
佛
を
す
す
め
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
分
裂
す
る
親
鸞
像
問
題
に
関
し
て
、
破
天
荒
と
も
言
え
る
一
石
を
投
じ
た
の
が
島
根
の
寺
院
生
ま
れ
で
唯
物
論
歴
史
学
者
「
服
部

之
総
」
で
し
た
。
そ
の
画
期
的
な
論
文
は
、「
い
は
ゆ
る
護
國
思
想
に
つ
い
て
」
で
す
。
彼
は
（
一
九
四
八
年
）
問
題
の
「
性
信
宛
消
息
」

を
俎
上
に
の
せ
、
こ
の
一
節
の
原
義
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
ま
す
（『
親
鸞
ノ
ー
ト
』
福
村
出
版
々
一
○
○
、
一
○
一
頁
）。

ま
ず
、
お
よ
そ
こ
の
一
句
の
解
釈
に
は
考
え
ら
れ
る
限
り
、
次
の
三
通
り
が
あ
り
え
ま
し
た
。

鴣
、「
王
法
為
本
」
の
立
場
│
朝
家
の
た
め
、
國
家
の
た
め
に
願
う
鎮
護
國
家
一
諦
風
。

鴟
、「
王
法
為
本
」
と
「
信
心
為
本
」
の
真
俗
二
諦
両
立
風
。

鵄
、
護
國
性
な
く
、「
信
心
為
本
」
一
諦
風
。

こ
の
う
ち
、
鴣
は
敗
戦
ま
で
の
本
願
寺
教
団
が
と
っ
て
い
た
忠
君
愛
國
の
立
場
で
す
。
鴟
の
王
佛
冥
合
の
立
場
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら

れ
て
い
ま
す
。

軛親
鸞
の
如
き
は
其
の
中
心
思
想
が
全
然
来
世
的
で
あ
る
と
同
時
に
現
実
生
活
に
付
て
は
個
人
主
義
的
・
自
由
主
義
的
傾
向
が
強
い
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
尚
或
る
場
合
に
「
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
御
念
佛
候
ふ
べ
し
」
と
教
へ
て
、
國
家
生
活
と
調
和
せ
ん
こ
と
を
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求
め
た
の
で
あ
る
。軋（
小
野
清
一
郎
『
法
律
思
想
史
概
説
』）。

軛「
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
む
ひ
と
は
、
ま
づ
わ
が
身
の
往
生
を
お
ぼ
し
め
し
て
御
念
佛
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
」
は
、
入
信
の
弟
子
に
対

す
る
親
鸞
の
行
き
届
い
た
教
訓
で
あ
り
、「
わ
が
身
の
往
生
一
定
と
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
と
は
、
佛
の
御
恩
を
お
ぼ
し
め
さ
ん
に
、
御
報

恩
の
た
め
に
、
御
念
佛
こ
ゝ
ろ
に
い
れ
て
ま
ふ
し
て
、
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
佛
法
ひ
ろ
ま
れ
と
お
ぼ
し
め
す
べ
し
」
は
、
得
悟
の
門

弟
の
社
会
に
対
す
る
在
り
方
を
示
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
結
局
は
、
こ
の
消
息
は
、
念
佛
を
通
じ
て
自
他
、
上
下
が
一
つ
に
結
ば

れ
る
と
考
え
て
い
る
親
鸞
の
社
会
國
家
観
を
端
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。」（
赤
松
俊
秀
『
鎌
倉
佛
教
の
研
究
』、『
続
鎌
倉
佛
教
の
研

究
』）。軋

し
か
し
、
こ
れ
で
は
念
佛
教
団
を
弾
圧
す
る
朝
家
、
領
家
、
地
頭
、
名
主
に
対
す
る
否
定
的
側
面
が
削
ら
れ
て
護
國
主
義
と
な
る
で
は

な
い
か
、
と
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
鵄
の
「
信
心
為
本
」
一
諦
の
立
場
を
、
服
部
之
総
は
論
弁
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
一
句
に
「
護
國
思
想
」
は

毫
厘
も
含
ま
れ
ざ
る
な
り
、
と
。
で
は
、
は
た
し
て
こ
の
軈
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
軋
と
い
う
字
句
が
「
護
國
思
想
」
で
は
な
い
と

解
し
う
る
の
か
。
そ
の
鍵
は
、
こ
れ
を
《
反
語
》
と
見
な
す
こ
と
に
あ
る
と
服
部
は
解
し
た
の
で
す
。

軛國
文
を
読
み
と
る
程
の
素
養
な
ら
ば
、
右
消
息
文
中
「
念
佛
マ
フ
サ
ン
人
々
」
以
下
が
「
往
生
ヲ
不
定
ニ
オ
ボ
シ
メ
サ
ン
人
」
以
下
に

対
す
る
形
式
的
に
は
對
語
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
反
語
で
あ
る
こ
と
を
察
知
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ら
う
。
親
鸞
の
信
仰
に
触
れ
え
た

ほ
ど
の
人
々
な
ら
ば
、
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
人
こ
そ
親
鸞
で
あ
り
、
彼
の
御
同
胞
御
同
行
で
あ
り
、
彌
陀
の
正
客
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
わ
が
御
身
の
料
は
お
ぼ
し
め
さ
ず
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
に
念
佛
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
如
き
人
々
は
、
た
と
ひ
念
佛

の
行
者
で
あ
ら
う
と
第
十
八
願
の
要
な
き
め
で
た
き
人
々
で
あ
る
こ
と
を
了
知
す
る
で
あ
ら
う
。
は
た
し
て
然
ら
ば
こ
の
消
息
は
普
通

に
解
釈
さ
れ
て
ゐ
る
如
き
「
王
法
為
本
」
の
思
想
を
表
明
し
た
も
の
で
な
く
実
に
「
信
心
為
本
」
の
思
想
を
吐
露
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。軣

（
同
書
三
○
頁
）

と
。
ま
さ
に
「
も
の
も
云
い
よ
う
」、「
文
も
読
み
よ
う
」
で
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
文
を
二
分
し
て
、
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（
第
一
段
）「
念
仏
ま
ふ
さ
ん
ひ
と
び
と
」

（
第
二
段
）「
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
」

と
読
み
分
け
る
の
で
す
。
そ
し
て
、（
第
一
段
）
の
「
念
佛
ま
ふ
さ
ん
ひ
と
び
と
」
と
い
う
の
は
自
分
自
身
の
料
（
往
生
）
の
こ
と
を
考
え

ず
に
、
天
皇
や
國
民
の
た
め
に
と
念
佛
申
し
あ
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
の
こ
と
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
た
と
え
念
佛
行
者
の
恰

好
は
し
て
い
て
も
、
実
は
第
十
八
願
を
必
要
と
し
な
い
「
お
め
で
た
い
人
々
」
に
他
な
ら
な
い
、
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
（
第
二
段
）
の
「
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
」
と
は
、
他
な
ら
ぬ
「
親
鸞
」
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
御

同
胞
、
御
同
行
の
こ
と
で
あ
り
、
何
よ
り
も
わ
が
身
の
往
生
を
願
っ
て
念
佛
す
べ
し
、
と
解
し
た
の
で
す
。
ま
さ
に
大
逆
転
と
な
る
の
で

す
。

＊軈
こ
の
説
が
如
何
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
か
。軈
従
来
親
鸞
が
王
法
為
本
の
思
想
を
有
っ
て
ゐ
た
こ
と
の
證
拠
と
し
て
常
に
利
用
さ
れ

る
「
念
佛
ま
ふ
さ
ん
人
々
は
、
わ
が
御
身
の
料
は
お
ぼ
し
め
さ
ず
と
も
、
朝
家
の
御
た
め
國
民
の
た
め
に
、
念
佛
を
ま
ふ
し
あ
は
せ

た
ま
ひ
さ
ふ
ら
は
ば
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
」
と
い
ふ
消
息
文
の
一
節
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
果
し
て
本
願
寺
教
団
そ
の
他
の

人
々
に
よ
っ
て
解
釈
せ
ら
れ
て
来
た
様
な
護
國
思
想
を
あ
ら
は
す
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
峻
厳
に
追
求
し

た
結
果
、
實
は
そ
れ
が
反
語
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
護
國
思
想
な
ど
は
毫
厘
も
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
明
確
に
立
證
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
…
…
右
の
結
論
は
、
親
鸞
の
思
想
研
究
史
上
ま
さ
に
劃
期
的
意
義
を
有
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
「
出
家

人
の
法
、
國
王
に
向
っ
て
禮
拝
せ
ず
」
と
宣
言
し
た
親
鸞
に
護
國
思
想
な
ど
の
有
り
得
べ
き
筈
の
断
じ
て
な
い
こ
と
を
確
信
し
て
ゐ

な
が
ら
、
こ
の
一
句
に
つ
い
て
は
十
分
な
解
釋
が
つ
か
ず
、
消
極
的
に
黙
殺
す
る
外
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
氏
に
よ
っ
て
そ

の
真
義
が
正
解
さ
れ
、
私
の
考
へ
の
間
違
ひ
で
な
か
っ
た
こ
と
の
裏
附
け
を
得
誠
に
欣
快
に
堪
へ
な
い
の
で
あ
る
。軋（
家
永
三
郎

『
読
書
倶
楽
部
』
昭
和
二
十
四
年
五
月
號
。
服
部
前
掲
書
一
│
二
頁
）。軋

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
服
部
説
」
に
も
陸
続
と
反
論
が
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
赤
松
俊
秀
、
三
品
彰
英
、
二
葉
憲
香
、
古
田
武
彦
、

道
端
道
秀
ら
が
、
ア
ン
チ
服
部
の
論
陣
を
張
り
ま
し
た
。
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第
一
、「
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
」
と
い
う
言
葉
を
、
服
部
説
の
よ
う
に
「
お
め
で
た
い
奴
輩
」
と
解
し
て
よ
い
の
か
。
親
鸞
の
用
語

例
は
、
こ
れ
に
否
定
的
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
問
題
の
性
信
坊
宛
の
手
紙
の
直
前
に
納
め
ら
れ
て
い
る
二
月
三
日
附
の
一
通
の
冒
頭
に
は
、

軛な
に
ご
と
よ
り
は
如
来
の
御
本
願
の
ひ
ろ
ま
ら
せ
た
ま
ひ
て
さ
ふ
ら
ふ
こ
と
、
か
へ
す
が
へ
す
め
で
た
く
、
う
れ
し
く
さ
ふ
ら
ふ
。軣

（『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』（
一
）。『
真
聖
全
』（
二
）、
六
九
三
頁
）

は
、
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
建
長
七
年
九
月
二
日
附
の
「
念
佛
人
々
御
中
」
あ
て
の
、

軛念
佛
せ
さ
せ
た
ま
ふ
ひ
と
び
と
の
こ
と
、
彌
陀
の
御
ち
か
ひ
は
煩
悩
具
足
の
人
の
た
め
な
り
と
信
ぜ
ら
れ
候
は
、
め
で
た
き
や
う
な

り
。軋（
同
（
二
）、
同
七
○
一
頁
）。

は
、
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
同
じ
性
信
あ
て
の
、
九
月
七
日
の
日
附
の
あ
る
一
書
の
、

軛念
仏
の
あ
ひ
だ
の
こ
と
ゆ
ゑ
に
、
御
沙
汰
ど
も
の
様
々
に
き
こ
へ
さ
ふ
ら
ふ
に
、
こ
ゝ
ろ
や
す
く
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
さ
ふ
ら
ふ
と
、
こ

の
人
々
の
御
も
の
が
た
り
さ
ふ
ら
へ
ば
こ
と
に
め
で
た
ふ
う
れ
し
う
さ
ふ
ら
ふ
。軋

（『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』。
同
七
二
一
頁
）。
あ
る
い
は
、『
末
燈
鈔
』
で
も
、

軛一
念
発
起
信
心
の
と
き
、
無
礙
の
心
光
に
攝
護
せ
ら
れ
ま
ひ
ら
せ
候
ゆ
へ
に
、
つ
ね
に
浄
土
の
業
因
決
定
す
と
お
ぼ
せ
ら
れ
候
。
こ
れ

め
で
た
く
候
。軋（
同
六
七
○
頁
）。

軛彌
陀
の
本
願
と
ま
ふ
す
は
、
名
號
を
と
な
へ
ん
も
の
を
ば
極
楽
へ
む
か
へ
ん
と
ち
か
は
せ
た
ま
ひ
た
る
を
、
ふ
か
く
信
じ
て
と
な
ふ
る

が
め
で
た
き
こ
と
に
て
候
な
り
。軋（
同
六
七
三
頁
）。

な
ど
な
ど
。「
め
で
た
い
」
は
「
喜
ば
し
い
」、「
立
派
」、「
見
事
」、「
す
ば
ら
し
い
」、
と
い
う
意
味
合
い
で
こ
そ
あ
れ
、
ま
の
ぬ
け
た

「
お
め
で
た
い
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊軈「
賞
美
す
べ
き
で
あ
る
」
│
こ
れ
が
平
安
│
鎌
倉
期
に
行
わ
れ
た
「
め
で
た
し
」
の
原
義
で
あ
り
、「
お
目
出
た
い
奴
」
と
い
っ
た
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揶
揄
的
な
用
法
は
、
主
と
し
て
近
世
以
降
に
属
す
る
。軋（
古
田
武
彦
『
わ
た
し
ひ
と
り
の
親
鸞
』
毎
日
新
聞
社
一
二
二
頁
）。

こ
う
し
て
、
衝
撃
的
な
服
部
説
は
、
語
義
の
歴
史
性
へ
の
無
頓
着
、
誤
読
と
い
う
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
も
崩
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
服
部
説
で
は
、『
性
信
宛
消
息
』
中
の
軈
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
軋
を
も
っ
て
、
親
鸞
そ
の
人
の
こ
と
と
解
さ
れ
た

こ
と
が
論
議
の
的
と
な
り
ま
す
。

軛親
鸞
の
信
仰
に
触
れ
え
た
ほ
ど
の
人
々
な
ら
ば
、
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
こ
そ
親
鸞
で
あ
り
、
彼
の
御
同
胞
御
同
行
で
あ
り
彌

陀
の
正
客
で
あ
る
軋
（『
親
鸞
ノ
ー
ト
』
三
○
頁
）。

と
、
服
部
は
述
べ
ま
す
。
し
か
し
、
親
鸞
は
往
生
不
定
の
人
だ
っ
た
の
か
。

な
る
ほ
ど
、『
歎
異
抄
』
に
、

軛念
仏
は
ま
こ
と
に
浄
土
に
む
ま
る
ゝ
た
ね
に
て
や
は
ん
べ
る
ら
ん
、
ま
た
地
獄
に
お
つ
べ
き
業
に
て
や
は
ん
べ
る
ら
ん
、
惣
じ
て
も
て

存
知
せ
ざ
る
な
り
。軋（
第
二
章
）

と
あ
る
の
は
有
名
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
念
佛
無
間
の
謗
難
を
黙
殺
し
た
力
強
い
宣
明
で
あ
っ
て
、
懐
疑
的
な
表
明
で
は
な
い
。」

（
梅
原
真
隆
『
歎
異
抄
』）
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

『
教
行
信
證
』
信
巻
の
、

軛悲
し
き
か
な
、
愚
禿
鸞
、
愛
欲
の
廣
海
に
沈
没
し
、
名
利
の
大
山
に
迷
惑
し
て
、
定
聚
の
数
に
入
る
こ
と
を
喜
ば
ず
、
真
證
の
證
に
近

づ
く
こ
と
を
た
の
し
ま
ず
。
恥
ず
可
し
、
傷
む
可
し
矣
。軋（
同
八
○
頁
）。

ま
た
『
歎
異
抄
』
第
九
章
の
、

軛念
佛
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
へ
ど
も
、
踊
躍
歓
喜
の
こ
ゝ
ろ
お
そ
ろ
か
に
と
さ
ふ
ら
う
べ
き
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
う
や
ら
ん
と
、
ま
ふ
し
い
れ
て

さ
ふ
ら
ひ
し
か
ば
、
親
鸞
も
こ
の
不
審
あ
り
つ
る
に
、
唯
圓
坊
お
な
じ
こ
ゝ
ろ
に
て
あ
り
け
り
。軋（
同
七
七
七
頁
）。

と
い
っ
た
類
い
の
文
意
も
、
例
え
ば
林
田
茂
雄
が
言
う
よ
う
に
、「
私
の
『
親
鸞
の
再
発
見
』
は
、
か
れ
が
、
死
後
の
浄
土
の
存
在
を
、
信

じ
き
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
『
発
見
』
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
如
来
他
力
の
本
願
に
た
い
し
て
、
か
れ
が
疑

い
を
す
て
き
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
発
見
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
本
願
寺
的
親
鸞
観
を
、
根
も
と
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
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り
、
真
宗
教
権
の
基
い
を
打
ち
く
だ
く
も
の
で
あ
る
。」

と
云
っ
た
解
釈
と
共
鳴
す
べ
き
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
（『
親
鸞
』
三
一
書
房
三
一
頁
）。

む
し
ろ
、
解
釈
の
正
道
は
、『
教
行
信
證
』「
信
巻
」
別
序
に
掲
げ
ら
れ
た
、

軛且
シ
バ
ラ
ク至

二シ
テ
疑
問
一ヲ
遂
ニ
出
二ス
明
證
一ヲ
軋

と
い
う
論
法
（
三
願
転
入
の
論
理
）
を
わ
き
ま
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
唯
圓
へ
の
応
答
に
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
づ
く
文
言
こ
そ
親
鸞
の
立
脚
地
だ
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

軛よ
く
よ
く
案
じ
み
れ
ば
、
天
に
お
ど
り
地
に
お
ど
る
ほ
ど
に
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
と
を
よ
ろ
こ
ば
ぬ
に
て
、
い
よ
い
よ
往
生
は
一
定
と
お

も
ひ
た
ま
ふ
べ
き
な
り
。
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
ゝ
ろ
を
お
さ
へ
て
よ
ろ
こ
ば
せ
ざ
る
は
煩
悩
の
所
為
な
り
。
し
か
る
に
、
佛
か
ね
て
し
ろ

し
め
し
て
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
お
ほ
せ
ら
れ
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
佗
力
の
悲
願
は
、
か
く
の
ご
と
き
の
わ
れ
ら
が
た
め
な
り
け
り
と

し
ら
れ
て
、
い
よ
い
よ
た
の
も
し
く
お
ぼ
ゆ
る
な
り
。軋

と
。
そ
し
て
、

軛い
そ
ぎ
ま
ひ
り
た
き
こ
ゝ
ろ
な
き
も
の
を
、
こ
と
に
あ
は
れ
み
た
ま
ふ
な
り
。
こ
れ
に
つ
け
て
こ
そ
、
い
よ
い
よ
大
悲
大
願
は
た
の
も

し
く
、
往
生
は
決
定
を
存
じ
さ
ふ
ら
へ
。軋（『
真
聖
全
』（
二
）、
七
七
七
、
七
七
八
頁
）。

と
明
言
さ
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

『
教
行
信
證
』
総
序
の
大
文
字
に
は
、

軛噫
、
弘
誓
の
強
縁
は
多
生
に
も
値
が

　
ま
う
あ
ひ
　

た
く
、
真
実
の
浄
信
億
劫
に
も
獲
が
た
し
。
た
ま
た
ま
行
信
を
獲
ば
、
遠
く
宿
縁
を
慶
よ
ろ
こ
べ
。
も
し

ま
た
、
此
の
た
び
疑
網
に
覆
蔽
せ
ら
れ
ば
、
更か
へ

て
曠
劫
を
逕
歴
せ

　
き
ょ
う
り
ゃ
く
　

ん
。
誠
な
る
哉
、
攝
取
不
捨
の
真
言
、
超
世
希
有
の
正
法
、
聞
思
し

て
遅
慮
す
る
こ
と
な
か
れ
。
こ
こ
に
愚
禿
釋
の
親
鸞
、
慶
ば
し
き
哉
、
西
蕃
月
支
の
聖
典
、
東
夏
日
域
の
師
釋
に
遇
ひ
が
た
く
し
て
、

今
あ
ふ
こ
と
を
え
た
り
。
聞
き
難
く
し
て
す
で
に
聞
く
こ
と
を
得
た
り
。
真
宗
の
教
・
行
・
證
を
敬
信
し
て
、
特
に
如
来
の
恩
徳
深
き

こ
と
を
知
り
ぬ
。
こ
こ
を
以
て
聞
く
と
こ
ろ
を
慶
び
、
獲
る
所
を
嘆
ず
る
な
り
。軋（『
真
聖
全
』
鴟
、
一
頁
）

（
あ
あ
如
来
の
本
願
に
は
多
生
に
も
値あ

い
が
た
く
、
真
実
の
信
心
は
永
き
世
か
け
て
も
獲
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
た
ま
た
ま
行
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信
を
獲
る
身
と
な
ら
ば
遠
く
宿
世
の
縁
を
喜
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
ま
た
今
も
な
お
疑
い
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ら
ば
、
更
に
永
劫
の

流
転
を
免
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
誠
に
こ
れ
攝
め
て
捨
て
ず
と
宣
い
し
真
の
教
、
世
に
超
え
て
希
れ
な
る
正
し
き
法
と
、
よ
く
よ
く
聞
思
し

て
遅
慮
し
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
愚
禿
釋
の
親
鸞
は
慶
ば
し
い
こ
と
に
は
西
方
印
度
の
聖
典
、
中
國
、
日
本
の
師
釋
に
遇
い
が
た
く
し

て
今
遇
う
こ
と
を
得
、
聞
き
が
た
く
し
て
已
に
聞
く
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
真
宗
の
教
行
證
を
敬
信
し
て
特
に
如
来
の
恩
徳
の
深
き

こ
と
を
知
ら
し
め
ら
れ
た
。
こ
こ
を
以
て
聞
く
と
こ
ろ
を
慶
び
、
獲
る
と
こ
ろ
を
讃
嘆
し
よ
う
と
し
て
、
こ
の
經
釋
の
編
集
を
せ
ん
と

す
る
の
で
あ
る
。「
金
子
大
栄
訳
」）

こ
の
讃
嘆
随
喜
は
「
往
生
不
定
」
ど
こ
ろ
か
、「
往
生
決
定
」
の
親
鸞
の
声
で
す
。
親
鸞
は
信
心
決
定
、
往
生
決
定
の
人
だ
っ
た
の
で
す
。

な
お
、
朝
家
・
武
家
権
力
者
│
服
部
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
鎌
倉
殿
と
一
體
の
土
豪
小
貴
族
を
含
め
た
│
に
対
す
る
親
鸞
の
態
度
と
い

っ
て
、
す
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、『
教
行
信
證
』
化
土
巻
に
引
用
さ
れ
た
例
の
『
菩
薩
戒
經
』（『
梵
網
經
』）
の
一
節
で
し
ょ
う
。

軛出
家
の
人
の
法
は
、
國
王
に
向
ひ
て
禮
拝
せ
ず
、
父
母
に
向
ひ
て
禮
拝
せ
ず
、
六
親
に
務
へ
ず
、
鬼
神
を
禮
せ
ず
。軋（『
真
聖
全
』
鴟
、

一
九
一
頁
）

出
家
人
は
國
王
不
拝
、
父
母
不
拝
、
六
親
不
務
、
鬼
神
不
拝
と
い
う
文
言
で
す
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
佛
者
が
、
そ
し
て
親
鸞
が
國
王
・
父
母
・
六
親
ま
た
鬼
神
ら
を
否
認
し
た
の
で
は
な
く
、軈
我
よ
り
も
父

ま
た
は
母
を
愛
す
る
者
は
、
我
に
相
応
し
か
ら
ず
。
我
よ
り
も
息
子
ま
た
は
娘
を
愛
す
る
者
は
、
我
に
相
応
か
ら
ず
軋
と
、
イ
エ
ス
が
宣

言
し
た
よ
う
に
〈
マ
タ
イ
一
○
・
三
七
〉
絶
対
者
に
対
し
て
と
る
態
度
を
、
國
王
ら
に
対
し
て
は
と
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
か

わ
り
、
國
王
や
貴
族
ら
も
、
同
じ
心
と
な
っ
て
唯
一
の
絶
対
者
に
帰
依
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
の
で
す
。

同
じ
化
土
巻
に
、

軛朕
外
道
を
捨
て
ゝ
以
て
如
来
に
事
ふ
。
若
し
公
卿
有
り
て
能
く
此
の
誓
に
入
る
者
は
、
各
菩
提
心
を
発
す
可
し
。
老
子
・
周
公
・
孔
子

等
、
是
れ
如
来
の
弟
子
な
り
と
雖
も
、
而
も
化
を
為
す
こ
と
既
に
邪
な
り
。
止た
だ

是
れ
世
間
之
善
な
り
、
凡
を
隔
て
ゝ
聖
と
成
す
こ
と
能

は
ず
、
公
卿
百
官
・
侯
王
宗
室
、
宜
し
く
反
し
て
真
に
就
き
、
邪
を
捨
て
ゝ
正
に
入
る
べ
し
軋（『
真
聖
全
』
鴟
、
一
九
九
頁
）
と
見
え
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て
い
ま
す
。

し
か
も
、『
高
僧
和
讃
』
中
に
は
、

軛軈
源
空
勢
至
軋
と
至
現
し

あ
る
ひ
は
彌
陀
と
顕
現
す

上
皇
群
臣
尊
敬
し

京
夷
庶
民
欽
仰
す
軋

と
し
て
、「
上
皇
群
臣
」
が
勢
至
菩
薩
の
再
來
・
彌
陀
の
顕
現
で
あ
る
源
空
法
然
を
尊
敬
す
る
様
が
描
か
れ
、

軛承
久
の
太
上
法
皇
は

本
師
源
空
と
帰
敬
し
き

釋
門
儒
林
み
な
と
も
に

ひ
と
し
く
真
宗
に
悟
入
せ
り
軋

と
、
つ
づ
き
、

軛本
師
源
空
の
お
は
り
に
は

…
…

道
俗
男
女
預
参
し

卿
上
・
雲
客
群
衆
す
軋

と
、
謳
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

軛以
上
を
も
っ
て
も
は
や
明
瞭
で
あ
る
よ
う
に
、
親
鸞
に
と
っ
て
、
國
王
貴
族
が
佛
法
│
浄
土
真
宗
に
帰
依
す
る
ご
と
き
國
家
社
会
の
状

態
こ
そ
望
ま
し
き
理
想
世
界
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
鎌
倉
新
佛
教
の
庶
民
性
の
強
調
や
親
鸞
宗
教
の
民
衆
性
の
力
説
に
よ
っ
て
消
す

あ
た
わ
ぬ
事
実
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
と
に
源
空
和
讃
の
場
合
に
い
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
過
去
で
あ
る
事
に
よ
る
美
化
や
、
そ
の
入

滅
時
の
自
己
の
不
在
に
よ
る
理
想
的
誇
張
や
、
和
讃
形
式
の
特
性
や
に
よ
っ
て
理
由
づ
け
ら
れ
る
に
し
ろ
、
流
罪
の
事
実
を
無
視

、
、
、
、
、
、
、
、

し
た
、
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権
力
者
の
源
空
帰
依
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
点
は
、
少
な
く
と
も
親
鸞
に
と
っ
て
神
秘
的
に
理
想
化
さ
れ
た
源
空
の
像

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
引
い
て
は
理
想

的
國
家
社
会
像
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
…
…
親
鸞
に
存
す
る
も
の
は
、「
佛
法
の
護
國
、
、

思
想
」
で
は
な
く
、「
國

家
の
護
法
、
、

思
想
」
で
あ
る
こ
と
が
論
証
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。軋（
古
田
、
前
掲
書
、
二
四
○
、
二
四
一
頁
）。

＊
な
お
、
同
じ
鎌
倉
新
佛
教
の
唱
導
者
と
し
て
、軈
王
法
は
佛
法
の
主
、
佛
法
は
王
法
の
寶
軋（『
興
禅
護
國
論
』）
と
し
た
栄
西
。
ま

た
、軈
國
家
に
真
実
の
佛
法
弘
通
せ
ば
、
諸
佛
諸
天
ひ
ま
な
く
衛
護
す
る
が
ゆ
へ
に
王
化
太
平
な
り
、
聖
化
太
平
な
れ
ば
、
佛
法
そ
の

ち
か
ら
を
う
る
も
の
な
り
軋（『
正
法
眼
蔵
弁
道
話
』）
と
し
た
道
元
は
、
王
法
・
佛
法
相
即
の
伝
統
の
中
に
あ
り
、
さ
ら
に
は
日
蓮
も

軛所
詮
、
天
下
泰
平
、
國
土
安
穏
は
君
臣
の
楽
う
所
、
土
民
の
思
う
所
な
り
。
夫
れ
、
國
は
法
に
依
っ
て
昌
え
、
法
は
人
に
因
っ
て
貴

し
。
國
亡
び
人
滅
せ
ば
、
佛
を
誰
か
崇
む
可
き
。
法
を
誰
か
信
ず
可
き
哉
。
先
ず
國
家
を
祈
り
て
、
須
ら
く
佛
法
を
立
つ
べ
し軣

（『
立
正
安
國
論
』）
と
、
國
家
掩
護
を
基
調
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、

軛法
然
は
、
専
修
念
佛
を
、「
護
國
」「
安
國
」
に
会
通
せ
し
め
な
か
っ
た
。
救
済
は
た
だ
如
来
と
自
己
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
に
よ

っ
て
現
成
す
る
の
で
あ
り
、
國
家
も
道
徳
も
、
そ
し
て
阿
彌
陀
仏
以
外
の
余
佛
・
余
菩
薩
・
余
神
す
ら
、
救
済
の
現
成
に
直
接
の
関

係
を
も
た
ぬ
限
り
、
法
然
に
よ
り
、
第
二
義
的
な
地
位
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
し
か
な
か
っ
た
。
…
…
法
然
一
個
人
に
、
道
元
の
よ
う

な
「
臣
」（『
永
平
広
録
』）
の
自
覚
や
、
あ
る
い
は
日
蓮
の
よ
う
な
「
安
國
」
の
意
識
が
あ
っ
た
か
否
か
の
問
題
は
、
さ
し
て
重
要
で

は
な
い
。
宗
派
の
如
何
を
問
わ
ず
、
王
法
、
佛
法
相
即
の
古
代
佛
教
が
政
治
権
力
と
結
び
、
ま
た
政
治
権
力
の
一
翼
を
担
っ
て
君
臨

し
て
い
た
こ
の
時
代
に
、
王
法
に
優
越
す
る
と
こ
ろ
の
、
す
な
わ
ち
「
救
済
」
を
第
一
義
と
す
る
専
修
念
佛
の
教
説
を
唱
導
し
た
こ

と
に
、
法
然
の
歴
史
的
な
役
割
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、『
選
擇
集
』
に
よ
っ
て
理
論
づ
け
が
な
さ
れ
た
専
修
念
佛
の
教

理
体
形
の
中
に
、『
國
王
』
や
『
國
家
』
の
占
め
る
場
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
専
修
念
佛
の
教
説
を
唱
導
し
た
こ
と
こ
そ
、

『
改
革
者
』
と
し
て
行
道
し
な
か
っ
た
法
然
の
、
し
か
し
、
高
く
評
価
さ
る
べ
き
改
革
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。軋（
田
村
圓
澄
『
日
本
佛

教
史
』
澆
法
蔵
館
、
一
七
三
、
一
七
四
頁
）
と
い
う
発
言
も
参
考
ま
で
に
。
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[Abstract in English]

Shinran and the so-called Patriotism (Gokoku-Shisô)
— “Shujô Shinka Haihô Igi” —

S. Obata

Shinran, the founder of Jôdoshinshû, the largest Buddhist sect in Japan, once

impeached an ex-Emperor and an Emperor specifically by name and said that “they

and their subjects together violated the law and ignored justice.” (Shujô shinka haihô

igi.) This was a remarkable event in terms of the tension between “religion and state”

or “faith and secular power.”

In recent years, the above quotation has caused an intense controversy regarding its

historical background and the interpretation of the words used by Shinran. Moreover,

the whole controversy has proven to be both impressive and reflective of the high

quality of Buddhism studies.

The author tries to trace the controversy and hopes to use it as an exemplar for the

Christian exegesis of the Bible and also for the contemporary analyses of the imperial

system whose problematic nature has been exposed in the Yasukuni Shrine issues.

The first half of this article, appearing in this issue, deals with the traditional

interpretation of the controversy presented by the Honganji Sect. It introduces a

shockingly critical interpretation by historian, Hattori Shisô, and the implications of

his analysis. In the second half, which is to appear in the next issue, the author

searches for a further development going beyond the Hattori interpretation and tries to

grasp the spirit of Shinran, the persecuted.
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